
1 

 

ヒ
ロ
・
コ
バ
ヤ
シ
万
葉
集
一
人
旅 

聖
武
天
皇
皇
女
・
不
破
内
親
王 

そ
の
想
像
を
絶
す
る
不
幸
な
生
涯 

内
親
王
で
あ
り
な
が
ら
不
幸
な
人
生
を
歩
ま
れ
た
一
人
の
女
性
に
注
目
し
ま
す
。 

聖
武
天
皇
の
皇
女
の
一
人
、
不
破
内
親
王
（
ふ
わ
の
ひ
め
み
こ
あ
る
い
は
ふ
わ
な
い
し
ん
の
う
）
で
す
。 

聖
武
天
皇
の
皇
后
に
な
ら
れ
た
光
明
皇
后
の
皇
女
で
は
な
く
、
聖
武
天
皇
夫
人
の
県
犬
養
広

刀
自
（
あ
が
た
の
い
ぬ
か
い
ひ
ろ
と
じ
）
の
皇
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。 

光
明
子
は
聖
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
か
ら
六
年
目
の
天
平
元
年
（
七
二
九
）
八
月
に
皇
后
に

な
ら
れ
た
の
で
、
夫
人
の
県
犬
養
広
刀
自
と
は
あ
る
期
間
、
皇
后
を
め
ぐ
っ
て
確
執
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
天
平
元
年
の
半
ば
に
は
決
着
が
つ
い
た
の
で
す
。 

光
明
皇
后
は
、
母
は
県
犬
養
三
千
代
で
、
父
は
藤
原
不
比
等
で
す
か
ら
名
門
中
の
名
門
出
身

の
女
性
で
す
が
、
初
め
て
の
平
民
出
身
の
皇
后
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
猶
予
時
間
が
必

要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

不
破
内
親
王
の
母
も
姓
氏
が
示
す
よ
う
に
県
犬
養
家
の
出
身
で
す
が
、
藤
原
不
比
等
に
並
ぶ

人
物
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
二
人
の
女
性
の
間
に
は
越
え
難
い
家
柄
の
差
が
あ
っ
た

の
で
す
。 

不
和
内
親
王
は
、
天
武
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
新
田
部
親
王
の
子
の
塩
焼
王
（
し
お
や
き
の
お
お
き

み
）
に
嫁
ぎ
、
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
人
生
が
約
束
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。 

不
破
内
親
王
は
母
の
家
柄
か
ら
も
、
光
明
子
（
皇
后
に
な
ら
れ
る
ま
で
）
の
皇
女
、
つ
ま
り

異
母
姉
妹
の
阿
倍
内
親
王
と
対
等
意
識
を
持
た
れ
、
姉
（
後
述
）
と
し
て
の
意
識
を
持
た
れ

て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
光
明
子
が
皇
后
に
な
ら
れ
、
皇
后
の
皇
女
・
阿
倍
内
親
王
が
孝
謙
天
皇
に
即
位
さ

れ
る
と
、
二
人
の
間
に
は
決
定
的
な
差
と
溝
が
で
き
ま
す
。 

妹
と
言
え
阿
倍
内
親
王
は
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
天
皇
に
口
を
挟
む
余
地
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
な
ぜ
？
と
問
い
た
く
な
る
ほ
ど
に
不
破
内
親
王
は
、
天
皇
と

し
て
の
阿
倍
内
親
王
に
対
抗
し
、
自
分
を
貫
き
通
す
の
で
す
。 

孝
謙
天
皇
（
重
祚
・
称
徳
天
皇
）
の
治
世
下
で
は
、
夫
、
塩
焼
王
が
「
橘
奈
良
麻
呂
の
変
」
、

「
藤
原
仲
麻
呂
の
変
」
に
巻
き
込
ま
れ
、
不
破
内
親
王
と
天
皇
と
の
確
執
も
あ
り
、
想
像
を

絶
す
る
ほ
ど
の
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
ま
す
。 

そ
れ
で
も
称
徳
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
光
仁
天
皇
が
即
位
さ
れ
る
と
、
赦
さ
れ
て
内
親
王
に
復

位
す
る
の
で
す
が
、
光
仁
天
皇
の
皇
子
、
山
部
皇
太
子
が
桓
武
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
直
後
に
、

不
破
内
親
王
は
、
そ
の
子
、
氷
上
川
継
の
謀
叛
に
よ
っ
て
、
更
に
淡
路
国
に
配
流
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
で
、
不
破
内
親
王
が
ど
れ
ほ
ど
不
幸
な
人
生
を
過
ご
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
す
。 
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こ
れ
か
ら
、
不
破
内
親
王
の
数
奇
な
運
命
を
辿
り
な
が
ら
、
内
親
王
に
関
わ
る
人
た
ち
の
人

生
模
様
を
描
い
て
み
ま
す
。 

不
破
内
親
王
の
生
年
、
没
年
は
不
明
で
す
が
、
そ
の
上
で
、
そ
の
生
涯
を
辿
り
ま
す
。 

聖
武
天
皇
に
は
光
明
皇
后
と
の
間
に
、
阿
倍
内
親
王
と
皇
子
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
皇
子
は
誕

生
か
ら
一
年
後
に
亡
く
な
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
男
子
継
承
者
が
な
く
、
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
一
月
に
、
阿
倍
内
親
王
を
皇

太
子
に
さ
れ
、
天
平
年
代
が
終
わ
る
と
、
聖
武
天
皇
は
譲
位
さ
れ
て
太
上
天
皇
に
な
ら
れ
、

阿
倍
内
親
王
が
即
位
さ
れ
ま
す
（
孝
謙
天
皇 

重
祚
・
称
徳
天
皇
）
。 

一
方
、
聖
武
天
皇
夫
人
の
県
犬
養
広
刀
自
の
間
に
は
、
井
上
内
親
王
、
不
破
内
親
王
、
安
積

親
王
（
あ
た
か
の
み
こ
）
が
生
ま
れ
ま
す
。 

安
積
親
王
は
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
一
月
十
三
日
に
、
足
の
病
で
急
逝
し
ま
す
。
十
七
歳

で
し
た
。
内
舎
人
と
し
て
仕
え
て
い
た
万
葉
歌
人
と
し
て
有
名
な
大
伴
家
持
が
挽
歌
（
巻
三
・

四
七
五
以
下
六
首
）
を
詠
み
、
生
前
の
楽
し
い
思
い
出
の
酒
宴
の
歌
（
巻
六
・
一
０
四
０
）

も
残
し
て
い
ま
す
。 

特
に
挽
歌
か
ら
は
、
突
然
な
く
な
っ
た
親
王
へ
の
驚
き
と
悲
し
み
が
詠
み
込
ま
れ
、
酒
宴
の

歌
で
は
、
藤
原
八
束
（
万
葉
歌
人
、
後
に
大
納
言
）
と
三
人
で
夜
遅
く
ま
で
飲
み
明
か
す
様

が
詠
ま
れ
、
大
伴
家
持
が
安
積
親
王
に
如
何
に
親
し
く
仕
え
て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
。 

井
上
内
親
王
は
志
貴
皇
子
の
子
、
白
壁
王
と
結
婚
さ
れ
、
王
が
光
仁
天
皇
に
即
位
さ
れ
る
と
、

皇
后
に
な
ら
れ
る
の
で
す
が
、
天
皇
の
姉
、
難
波
内
親
王
を
呪
い
殺
そ
う
と
し
た
嫌
疑
に
よ

っ
て
、
皇
后
を
廃
さ
れ
、
皇
太
子
と
さ
れ
て
い
た
皇
子
の
也
戸
王
（
お
さ
べ
の
お
お
き
み
）
と
共

に
幽
閉
さ
れ
、
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
四
月
二
十
七
日
に
共
に
亡
く
な
り
ま
す
。
二
人
が
同

時
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
自
害
で
し
ょ
う
。 

井
上
内
親
王
は
幼
い
頃
（
養
老
五
年
（
七
二
一
）
九
月
）
、
井
上
王
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
に
斎

宮
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
続
日
本
紀
に
は
「
天
皇
（
著
者
注
：
元
正
天
皇
）
は
内
安
殿
に
出

御
し
て
、
使
い
を
遣
わ
し
て
幣
帛
を
伊
勢
の
大
神
宮
に
供
え
さ
せ
、
皇
太
子
（
著
者
注
：
首

皇
子
（
聖
武
天
皇
））
の
娘
、
井
上
王
を
斎
宮
（
い
つ
き
の
み
や
）
と
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
聖
武
天
皇
の
時
代
に
井
上
内
親
王
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
神
亀
四
年

（
七
二
七
）
九
月
に
、
再
び
「
斎
宮
と
し
て
伊
勢
大
神
宮
に
侍
ら
せ
た
」
と
続
日
本
紀
に
記

録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
約
二
カ
月
後
の
同
年
閏
九
月
に
聖
武
天
皇
と
光
明
子
夫
人

（
皇
后
に
な
ら
れ
る
の
は
二
年
後
）
と
の
間
に
皇
太
子
が
生
ま
れ
ま
す
。 

こ
の
時
期
は
、
皇
室
に
と
っ
て
喜
び
に
満
た
さ
れ
た
時
期
で
し
た
が
、
井
上
内
親
王
に
と
っ

て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
年
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。 

斎
宮
に
関
し
て
、
時
代
が
古
く
な
り
ま
す
が
、
天
武
天
皇
の
時
代
に
大
伯
皇
女
が
十
三
歳
で

泊
瀬
の
斎
宮
に
入
ら
れ
、
翌
年
、
十
四
歳
で
斎
宮
（
斎
王
と
同
意
）
と
し
て
伊
勢
大
神
宮
に

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
前
例
に
従
え
ば
、
神
亀
四
年
の
井
上
内
親
王
の
年
齢
を
十
四
歳
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
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可
能
に
な
り
ま
す
が
、
少
し
考
察
が
必
要
で
す
。 

不
破
内
親
王
、
井
上
内
親
王
そ
れ
に
阿
倍
内
親
王
の
三
人
の
姉
妹
の
年
齢
差
の
こ
と
は
、
「
不

破
内
親
王
の
年
齢
考
」
の
と
こ
ろ
で
考
察
し
ま
す
。 

不
破
内
親
王
は
新
田
部
親
王
の
子
の
塩
焼
王
と
結
婚
さ
れ
、
判
明
し
て
い
る
範
囲
で
言
え
ば
、

川
継
王
と
、
王
女
た
ち
（
姉
妹
）
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

不
破
内
親
王
は
、
長
命
な
が
ら
、
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
異
母
妹
、
阿
倍
内
親
王
と
の
確
執
か

ら
不
幸
な
運
命
を
辿
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
ず
、
不
破
内
親
王
の
結
婚
前
後
の
背
景
お
よ
び
経
緯
を
考
察
す
る
た
め
に
、
そ
の
夫
君
の

塩
焼
王
の
こ
と
に
話
を
移
し
ま
す
。 

塩
焼
王
は
天
平
五
年
（
七
三
三
）
三
月
に
無
位
か
ら
従
四
位
下
に
叙
位
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
塩
焼
王
は
三
世
王
（
天
皇
を
一
世
と
し
て
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

新
田
部
親
王
（
二
世
王
）
の
子
と
い
う
説
を
半
分
補
強
す
る
資
料
に
な
り
ま
す
。 

原
則
と
し
て
、
初
叙
位
は
、
大
宝
・
養
老
律
令
に
よ
れ
ば
、
二
世
王
（
親
王
あ
る
い
は
内
親

王
）
は
四
品
、
三
世
王
は
従
四
位
下
、
四
世
王
以
降
は
従
五
位
下
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ほ

ぼ
あ
る
年
齢
に
達
す
れ
ば
、
叙
位
さ
れ
る
の
で
、
初
叙
位
の
年
と
い
う
の
は
、
年
齢
を
推
定

す
る
の
に
有
力
な
手
段
で
す
。 

塩
焼
王
の
父
の
新
田
部
皇
子
の
初
叙
位
（
文
武
四
年
）
は
二
十
一
歳
あ
る
い
は
二
十
五
歳
（
資

料
に
よ
っ
て
異
な
る
）
で
浄
広
弐
（
四
位
（Ⅳ

））
で
し
た
。 

草
壁
皇
子
や
大
津
皇
子
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
皇
子
の
初
叙
位
は
こ
の
位
階
で
し
た
。
従
っ
て

こ
の
初
叙
位
の
年
が
約
二
十
歳
と
一
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。 

二
世
王
は
二
十
歳
代
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
通
説
の
年
齢
に
従
え
ば
、
弓
削
皇
子
、
穂
積
皇
子

は
共
に
十
六
歳
（
あ
る
い
は
二
十
歳
）
、
長
皇
子
は
十
八
歳
（
あ
る
い
は
二
十
四
歳
）
、
舎
人

皇
子
は
二
十
歳
と
推
定
で
き
ま
す
。 

新
田
部
皇
子
は
前
述
の
よ
う
に
二
十
一
歳
（
あ
る
い
は
二
十
五
歳
）
で
初
叙
位
さ
れ
て
い
ま

す
。 

一
方
、
万
葉
歌
人
と
し
て
も
有
名
な
志
貴
皇
子
（
光
仁
天
皇
の
父
君
）
は
四
十
歳
で
初
叙
位

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
位
階
は
大
宝
律
令
に
よ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
天

武
天
皇
十
四
年
四
十
八
位
階
に
従
っ
て
初
叙
位
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
四
品
は
初
記
載
で
、

初
叙
位
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
え
ま
す
。 

志
貴
皇
子
は
天
智
天
皇
の
皇
子
で
す
が
、
同
じ
川
島
皇
子
は
天
武
天
皇
十
四
年
に
初
叙
位
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
浄
大
参
（
四
品
以
下
、
二
十
九
歳
）
と
、
天
智
天
皇
皇
子
た
ち
は
冷
遇
さ

れ
て
い
ま
す
。
志
貴
皇
子
も
記
載
漏
れ
が
あ
る
ほ
ど
冷
遇
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
で
三
世
王
の
初
叙
位
の
平
均
年
齢
も
二
十
歳
代
で
す
が
、
王
に
よ
っ
て
前
半
あ
る
い

は
後
半
に
な
る
運
命
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

初
叙
位
で
す
か
ら
、
比
較
的
事
務
的
に
処
理
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
享
年
の
記
録
の

あ
い
ま
い
さ
が
、
初
叙
位
年
齢
の
推
定
の
障
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。
続
日
本
紀
の
大
宝
三
年
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（
七
０
三
）
十
二
月
に
「
は
じ
め
て
皇
親
と
、
天
皇
か
ら
数
え
て
五
世
の
王
と
五
位
以
上
の

子
で
、
年
が
二
十
一
歳
以
上
に
な
っ
た
者
は
、
そ
の
名
前
を
記
録
し
て
式
部
省
に
申
し
送
ら

せ
た
」
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
大
宝
律
令
に
よ
る
皇
族
の
叙
位
を
整
備
し
よ
う
と
し
た
の
で

は
と
想
定
し
ま
す
。 

そ
こ
で
三
世
王
の
例
と
し
て
、
長
屋
王
は
二
十
一
歳
で
初
叙
位
（
正
四
位
上
で
特
別
な
叙
位
）

さ
れ
て
い
ま
す
。
享
年
の
差
に
よ
り
、
二
十
九
歳
説
も
あ
り
ま
す
。
志
貴
親
王
の
子
で
、
後

に
光
仁
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
白
壁
王
は
二
十
九
歳
で
初
叙
位
（
従
四
位
下
）
さ
れ
て
い
ま
す
。 

塩
焼
王
の
年
齢
は
天
平
五
年
の
三
世
王
の
初
叙
位
の
年
齢
か
ら
推
定
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ

の
詳
細
は
「
不
破
内
親
王
の
年
齢
考
」
の
と
こ
ろ
で
考
察
し
ま
す
。
初
叙
位
時
、
結
婚
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
す
が
、
結
婚
に
関
し
て
も
同
じ
項
で
考
察
し
ま
す
。 

再
び
、
塩
焼
王
の
経
歴
の
話
に
戻
り
ま
す
。 

天
平
十
二
年
（
七
四
０
）
一
月
に
一
階
級
昇
進
し
て
従
四
位
上
が
叙
位
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
年
の
十
月
に
聖
武
天
皇
の
伊
勢
国
へ
の
行
幸
の
時
に
御
前
長
官
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
功
に
よ
っ
て
か
、
翌
月
の
十
一
月
に
も
う
一
階
級
上
の
正
四
位
下
に
叙
位
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
時
の
昇
進
は
行
幸
が
恙
無
く
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
褒
賞
で
し
ょ
う
が
、
皇
女
・

不
破
内
親
王
を
妃
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
天
皇
の
行
幸
に
近
侍
し
、
早
く
昇
進
で
き
た

と
推
測
で
き
ま
す
。 

こ
の
天
平
十
二
年
（
七
四
０
）
は
、
行
幸
前
に
朝
廷
も
驚
く
ほ
ど
の
大
乱
、
い
わ
ゆ
る
「
藤

原
広
嗣
の
乱
」
が
筑
紫
で
発
生
す
る
の
で
す
が
、
伊
勢
神
宮
行
幸
を
決
行
さ
れ
た
、
い
わ
く

つ
き
の
行
幸
で
し
た
。 

行
幸
決
行
の
裏
に
は
、
恭
仁
京
新
都
へ
の
遷
都
、
全
国
に
国
分
寺
・
尼
寺
建
立
、
そ
れ
に
大

仏
造
立
の
大
願
と
い
う
強
い
願
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
は
恭
仁
京
建
設
が
宣
言
さ
れ
、
翌
年

の
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
一
月
に
は
恭
仁
宮
で
朝
賀
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
す
で
に

こ
の
時
期
に
は
か
な
り
恭
仁
京
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

そ
し
て
同
年
三
月
に
「
国
分
寺
建
立
の
詔
」
が
発
せ
ら
れ
、
東
大
寺
建
立
と
盧
舎
那
仏
造
立

の
動
き
が
始
ま
る
の
で
す
。
恭
仁
京
が
建
設
中
の
時
期
で
す
。 

翌
年
の
天
平
十
四
年
（
七
四
二
）
八
月
に
、
聖
武
天
皇
は
盧
舎
那
仏
造
立
の
地
と
し
て
紫
香

楽
宮
の
建
設
を
構
想
さ
れ
た
の
で
す
。 

完
成
し
て
い
ま
だ
約
三
十
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
平
城
京
が
あ
る
の
に
、
聖
武
天
皇
は
即

位
さ
れ
て
か
ら
、
難
波
京
、
恭
仁
京
を
建
設
さ
れ
、
紫
香
楽
京
の
建
設
も
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
同
年
十
月
に
、
塩
焼
王
が
拘
禁
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
き
ま
す
。
続
日
本
紀

の
記
事
に
は
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
結
果
だ
け
が
記
さ
れ
ま
し
た
。 

塩
焼
王
と
四
人
の
女
嬬
が
拘
禁
さ
れ
、
塩
焼
王
は
中
務
卿
・
正
四
位
下
の
官
位
剥
奪
の
上
、

伊
豆
国
三
嶋
に
、
女
嬬
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
異
な
っ
た
地
に
配
流
に
な
り
ま
し
た
。 

女
嬬
た
ち
は
、
塩
焼
王
を
世
話
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
同
行
で
き
た
女
嬬
は
一
人
も
い
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ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
処
罰
の
背
景
は
、
紫
香
楽
宮
建
設
と
大
仏
造
立
に
対
し
て
、
天
皇
に
意
見
を
具
申
し
た

た
め
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
納
得
の
い
く
解
釈
で
す
。 

財
政
的
困
難
が
続
日
本
紀
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
当
時
の
聖
武
天
皇
は
異
常
な
ほ
ど

に
、
理
想
郷
の
建
設
に
邁
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。
天
平
九
年
の
疫
病
の
大
流
行

と
そ
の
当
時
の
天
候
異
変
に
よ
っ
て
、
天
皇
は
仏
教
に
頼
る
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
誰
も
天
皇
に
意
見
を
言
え
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

た
だ
、
塩
焼
王
は
天
皇
の
皇
女
、
不
破
内
親
王
を
妃
に
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
自
分
し
か
天

皇
に
意
見
を
言
え
る
者
は
い
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

そ
の
結
果
が
配
流
で
す
。 

そ
れ
で
も
不
破
内
親
王
の
罪
は
問
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

し
か
し
こ
の
事
件
（「
舌
禍
事
件
」
と
称
す
る
）
以
降
、
塩
焼
王
の
人
生
は
少
し
ず
つ
狂
い
始

め
だ
し
ま
し
た
。 

配
流
に
な
っ
て
か
ら
約
四
年
後
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
九
月
に
入
京
を
許
さ
れ
、
無
位

か
ら
元
の
正
四
位
下
に
復
位
し
ま
し
た
。 

同
年
三
月
に
当
時
河
内
守
だ
っ
た
大
伴
古
慈
斐
（
お
お
と
も
の
こ
し
び
）
が
祥
瑞
と
し
て
「
白
い

亀
」
が
捕
獲
さ
れ
た
と
い
う
奏
上
を
喜
ば
れ
て
、
発
せ
ら
れ
た
大
赦
に
よ
っ
て
入
京
が
赦
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

塩
焼
王
が
伊
豆
国
・
三
嶋
に
配
流
に
な
っ
て
い
た
間
の
平
城
京
に
お
け
る
出
来
事
を
列
挙
し

て
み
ま
す
。 

天
平
十
四
年
（
七
四
二
）
十
月 

塩
焼
王
、
三
嶋
に
配
流 

 

天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
十
月
「
盧
舎
那
仏
造
立
の
詔
」 

天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
十
一
月 

聖
武
天
皇
の
臨
席
の
下
に
甲
賀
寺
（
紫 

香
楽
宮
）
に
初
め
て
盧
舎
那
仏
の
骨
柱
建
設
。 

天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
一
月 

未
完
成
な
が
ら
、
紫
香
楽
宮
で
朝
賀
。・ 

 
 

 

と
こ
ろ
が
同
年
五
月
「
ど
こ
を
最
終
新
都
に
す
べ
き
か
」
が
問
題
に
な
る
の
で
す
。 

最
終
新
都
を
ど
こ
に
す
べ
き
か
大
問
題
と
な
り
、
太
政
官
も
動
き
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
同
年
五
月
に
、
太
政
官
は
、
ど
こ
を
都
に
す
べ
き
か
を
百
官
や
大
き
な
寺
の

僧
た
ち
に
聞
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
す
。 

百
官
の
答
え
は
平
城
京
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。
更
に
栗
栖
王
（
大
膳
大
夫
・
正
四
位
下
）

を
平
城
の
薬
師
寺
に
派
遣
し
て
四
大
寺
の
僧
侶
に
、
こ
の
こ
と
を
聞
く
と
、
僧
侶
た
ち
も
平

城
京
を
選
び
ま
し
た
。 

更
に
市
民
が
平
城
京
に
流
れ
る
よ
う
に
帰
還
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
新
都
の
問
題
は
平
城
京

で
決
着
し
た
の
で
す
。
元
の
都
に
戻
っ
た
の
で
す
。 
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恭
仁
宮
お
よ
び
紫
香
楽
宮
の
建
設
で
、
平
城
京
は
、
廃
墟
同
然
に
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
大
極
殿
は
移
設
さ
れ
、
官
人
は
も
と
よ
り
市
民
も
移
住
し
て
い

た
か
ら
で
す
。
万
葉
集
に
も
そ
の
様
子
が
詠
ま
れ
た
歌
（
例
：
作
者
不
詳
歌
と
し
て
巻
六
・

一
０
四
四
、
一
０
四
五
番
、
一
０
四
六
、
田
辺
福
麻
呂
歌
集
か
ら
の
歌
と
し
て
巻
六
・
一
０

四
七
、
一
０
四
八
、
一
０
四
九
）
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

紫
香
楽
宮
の
建
設
は
中
止
さ
れ
、
大
仏
造
立
は
平
城
京
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。 

 

天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
九
月 
聖
武
天
皇
の
体
調
不
良
が
公
表
さ
れ
る
。 

 

病
気
が
ま
だ
癒
え
な
い
の
に
同
年
同
月
に
「
聖
武
天
皇
は
平
城
京
に
還
幸
さ
れ
た
」
と
続
日

本
紀
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
三
月 

大
赦
（
こ
の
年
九
月
に
塩
焼
王
入
京
。） 

 

こ
の
大
赦
は
、
聖
武
天
皇
の
病
気
回
復
を
願
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
仏
教
興
隆
の
た
め

に
天
皇
の
慈
悲
を
示
す
た
め
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
新
都
問
題
を
終
焉
さ
せ
、「
盧
舎
那
仏
造

立
」
に
集
中
し
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
塩
焼
王
は
こ
の
大
赦
に
よ

っ
て
入
京
で
き
た
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
大
赦
の
詔
が
出
さ
れ
て
六
カ
月
経
っ
て
入
京
の
記

事
が
記
さ
れ
る
の
で
す
が
、
実
際
入
京
さ
れ
た
の
は
、
三
月
以
降
で
し
ょ
う
。 

新
都
建
設
が
問
題
で
配
流
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
塩
焼
王
が
指
摘
し
た
通
り
の
結
果
（
？
）

に
な
っ
た
の
で
す
。
正
論
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
「
舌
禍
事
件
」
は
尾
を
曳
き
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
約
二
年
後
の
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
四
月
二
十
一
日
に
元
正
太
上
天
皇
が
崩
御

さ
れ
ま
す
。 

聖
武
天
皇
は
天
平
感
宝
と
改
元
さ
れ
、
そ
の
年
の
七
月
に
阿
倍
皇
太
子
に
譲
位
さ
れ
、
孝
謙

天
皇
が
即
位
さ
れ
ま
す
。 

そ
し
て
孝
謙
天
皇
は
天
平
勝
宝
と
改
元
さ
れ
、
そ
の
年
代
は
八
年
間
続
き
ま
す
。 

そ
の
半
ば
の
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
四
月
に
、
東
大
寺
で
盧
舎
那
仏
開
眼
供
養
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。 

孝
謙
天
皇
と
光
明
皇
太
后
と
共
に
列
席
さ
れ
た
聖
武
太
上
天
皇
は
、
大
願
成
就
を
ど
れ
ほ
ど

喜
ば
れ
た
か
は
想
像
に
か
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
塩
焼
王
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
、
こ
の
開
眼
供
養
を
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
だ
け
の
大
事
業
だ
け
に
明
暗
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
複
雑
な
心
境
で

こ
の
日
を
迎
え
た
人
も
あ
っ
た
と
思
え
ま
す
が
、
塩
焼
王
は
過
去
に
拘
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
想
定
し
ま
す
。 

天
平
勝
宝
年
間
に
は
塩
焼
王
の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
平
勝
宝
八
歳
（
年
に

同
じ
）（
七
五
六
）
五
月
二
日
に
聖
武
太
上
天
皇
が
、
崩
御
さ
れ
た
時
、
山
作
司
の
一
人
に
任
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じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
妃
の
不
破
内
親
王
は
聖
武
天
皇
の
皇
女
で
す
か
ら
当
然
の
役
割
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
完
全
に
復
位
さ
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
皇
位
問
題
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

聖
武
天
皇
が
太
上
天
皇
と
し
て
存
命
中
は
、
孝
謙
天
皇
を
認
め
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
次

は
男
子
の
天
皇
を
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

聖
武
太
上
天
皇
の
遺
詔
の
皇
太
子
は
道
祖
王
（
ふ
な
ど
の
お
お
き
み
）
で
し
た
。
塩
焼
王
の
弟
君

で
す
。 

も
し
、
あ
の
「
舌
禍
事
件
」
が
な
か
っ
た
ら
、
塩
焼
王
が
選
ば
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。 

そ
れ
で
も
、
遺
詔
通
り
に
道
祖
王
が
天
皇
に
即
位
さ
れ
れ
ば
、
塩
焼
王
と
そ
の
妃
の
不
破
内

親
王
の
人
生
は
、
全
く
と
い
う
ほ
ど
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
喪
中
に
道
祖
王
が
淫
ら
な
こ
と
を
行
い
、
孝
謙
天
皇
の
怒
り
を
か
い
、
皇
太
子

を
廃
さ
れ
た
の
で
す
。 

こ
の
こ
と
が
皇
位
継
承
問
題
に
発
展
す
る
の
で
す
。
朝
廷
に
お
い
て
大
問
題
に
な
り
、「
橘
奈

良
麻
呂
の
変
」
に
発
展
す
る
の
で
す
。 

聖
武
太
上
天
皇
が
崩
御
さ
れ
て
か
ら
約
半
年
後
の
天
平
勝
宝
九
歳
（
年
に
同
じ
、
後
に
改
元

さ
れ
て
天
平
宝
字
元
年
）（
七
五
七
）
一
月
六
日
に
元
左
大
臣
・
橘
諸
兄
が
亡
く
な
っ
て
い
た

の
で
、
調
停
者
が
い
な
く
な
っ
て
、
問
題
が
大
き
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
時
、
新
田
部
親
王
の
子
の
道
祖
王
の
兄
で
あ
る
塩
焼
王
を
天
皇
に
押
す
意
見
も
あ
っ
た

の
で
す
。
右
大
臣
・
藤
原
豊
成
と
中
務
卿
・
藤
原
永
手
の
二
人
が
塩
焼
王
を
推
薦
し
ま
し
た
。

時
の
最
高
権
力
者
・
右
大
臣
と
、
当
時
中
務
卿
と
は
言
え
、
後
に
右
大
臣
に
も
な
っ
た
人
物

で
す
。
し
か
も
二
人
は
最
も
有
力
な
藤
原
家
の
出
身
で
す
。 

し
か
し
、
塩
焼
王
は
、
約
十
四
年
前
の
、「
舌
禍
事
件
」
を
指
摘
さ
れ
、
候
補
か
ら
外
さ
れ
ま

し
た
。
新
田
部
親
王
の
子
た
ち
に
候
補
者
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
舎
人
親
王
の
子
た
ち
、
船
王
、
三
原
王
が
候
補
に
上
げ
ら
れ
た
の
で
す
が
、
意
外
に

も
末
弟
の
大
炊
王
が
選
ば
れ
、
淳
仁
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
大
炊
王
を
孝
謙
天
皇
に
説
得
し
た
の
は
、
野
望
を
抱
く
藤
原
仲
麻
呂
で
し
ょ
う
。 

そ
れ
は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
長
男
の
真
従
が
亡
く
な
り
、
未
亡
人
と
な
っ
て
い
た
粟
田
諸
姉
を

大
炊
王
に
嫁
が
せ
、
自
宅
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
大
炊
王
は
藤

原
仲
麻
呂
の
も
っ
と
も
御
し
や
す
い
王
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

先
の
左
大
臣
・
橘
諸
兄
の
長
子
、
橘
奈
良
麻
呂
を
筆
頭
に
し
て
藤
原
仲
麻
呂
の
野
望
に
疑
念

を
抱
く
人
た
ち
が
、
藤
原
仲
麻
呂
に
反
抗
し
て
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
「
橘
奈
良
麻
呂
の
変
」

で
す
。
天
平
勝
宝
九
歳
（
年
に
同
じ
）（
七
五
七
）
六
月
頃
か
ら
事
件
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。 

橘
奈
良
麻
呂
た
ち
の
意
中
の
候
補
は
黄
文
王
・
安
宿
王
（
い
ず
れ
も
長
屋
王
の
子
）
そ
れ
に

塩
焼
王
で
、
そ
れ
に
道
祖
王
も
ま
だ
候
補
で
し
た
。 

長
屋
王
の
王
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
新
田
部
親
王
の
子
を
候
補
に
し
、
聖
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武
太
上
天
皇
の
遺
詔
を
重
視
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
も
塩
焼
王
は
こ
の
「
変
」
で
は
中
立
を
守
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
「
変
」
発
生
の
前
月
の
五
月
と
六
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
正
四
位
上
に
昇
級
し
、
大
蔵
卿
に

任
じ
ら
れ
て
い
た
塩
焼
王
は
、
こ
の
「
変
」
で
罪
を
問
わ
れ
た
の
で
す
が
、
謀
議
に
加
わ
ら

ず
、
謀
議
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
新
田
部
親
王
の
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
許
さ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
頃
、
塩
焼
王
は
、「
氷
上
真
人
」
の
姓
が
与
え
ら
れ
、
皇
籍
か
ら
降
下
し
て
い
ま
す
。 

「
橘
奈
良
麻
呂
の
変
」
が
一
段
落
し
た
天
平
勝
宝
九
歳
（
年
に
同
じ
）
八
月
に
天
平
宝
字
と

改
元
さ
れ
ま
し
た
。 

皇
位
を
淳
仁
天
皇
に
譲
ら
れ
ま
し
た
が
、
孝
謙
天
皇
は
高
野
天
皇
と
し
て
、
国
務
・
外
交
等

重
要
な
政
務
を
掌
握
し
な
が
ら
、
淳
仁
天
皇
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
立
場
を
保
た
れ
た
の

で
す
。 

こ
の
「
変
」
を
鎮
圧
し
、
絶
対
権
威
を
手
に
し
た
藤
原
仲
麻
呂
は
、
塩
焼
王
、
す
な
わ
ち
氷

上
（
真
人
）
塩
焼
を
重
用
し
ま
し
た
。 

翌
年
の
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
八
月
に
従
三
位
が
叙
位
さ
れ
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六

二
）
一
月
に
は
信
部
（
中
務
）
卿
に
任
じ
ら
れ
、
参
議
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
頃
か
ら
高
野
天
皇
が
ま
す
ま
す
道
鏡
を
重
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
年
の
五
月
こ
ろ
か
ら
淳
仁
天
皇
と
の
仲
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た

こ
と
が
続
日
本
紀
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

高
野
天
皇
の
道
鏡
へ
の
信
任
が
厚
く
な
る
に
つ
れ
、
藤
原
仲
麻
呂
の
権
力
も
脆
弱
化
し
て
い

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
九
月
に
藤
原
仲
麻
呂
は
道
鏡
と
天
皇
に

対
し
て
謀
叛
を
企
て
た
の
で
す
。 

「
変
」
の
平
定
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
藤
原
仲
麻
呂
は
氷
上
塩
焼
を
天
皇
に
し
よ

う
と
し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。 

敗
退
し
て
い
た
藤
原
仲
麻
呂
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
子
た
ち
は
捕
え
ら
れ
斬
殺
さ
れ
ま
し
た
。 

共
に
逃
避
し
て
い
た
氷
上
塩
焼
も
同
じ
よ
う
に
斬
殺
さ
れ
ま
し
た
。 

ほ
ぼ
同
時
に
淳
仁
天
皇
も
淡
路
国
に
幽
閉
さ
れ
、
親
王
は
淡
路
公
と
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
地
で
約
一
年
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

新
田
部
親
王
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
聖
武
天
皇
の
皇
女
、
不
破
内
親
王
を
妃
に
し
た
塩
焼
王

は
、
あ
の
「
天
平
十
四
年
の
舌
禍
事
件
」
が
な
け
れ
ば
、
天
皇
に
即
位
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ

た
の
で
す
。
数
奇
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
王
だ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。 

こ
の
間
、
妃
の
不
破
内
親
王
の
こ
と
は
、
一
切
記
録
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夫
の
数
奇
な
運
命

を
ど
う
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
か
は
、
想
像
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

天
平
十
年
頃
ま
で
の
懐
か
し
い
思
い
出
は
あ
る
に
せ
よ
、
夫
の
人
生
の
後
半
は
伊
豆
国
・
三

嶋
へ
の
配
流
、「
橘
奈
良
麻
呂
の
変
」
そ
れ
に
「
藤
原
仲
麻
呂
の
変
」
と
続
き
、
妃
と
し
て
心

休
ま
る
時
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 
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し
か
し
、
夫
の
死
後
、
不
破
内
親
王
は
更
に
数
奇
な
運
命
を
歩
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

少
し
、
時
間
を
逆
戻
り
さ
せ
ま
す
が
、「
藤
原
仲
麻
呂
の
変
」
の
前
年
の
天
平
宝
字
七
年
（
七

六
三
）
一
月
に
不
破
内
親
王
は
無
位
か
ら
二
世
王
（
天
皇
一
世
と
す
る
）
の
初
叙
位
、
四
品

を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
年
、
夫
の
塩
焼
は
皇
籍
を
離
れ
臣
下
に
降
下
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
妃
の
不
破
内
親
王
は
ま
だ
皇
籍
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

不
破
内
親
王
の
年
齢
考 

不
破
内
親
王
の
生
年
と
没
年
は
不
明
で
す
。
そ
こ
で
、
父
君
の
聖
武
天
皇
、
異
母
姉
妹
の
孝

謙
天
皇
の
年
齢
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
不
破
内
親
王
の
年
齢
を
推
定
し
ま
す
。 

ま
ず
参
考
に
な
る
の
が
、
父
君
に
あ
た
る
聖
武
天
皇
の
年
齢
で
す
。 

聖
武
天
皇
は
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
五
月
二
日
に
五
十
六
歳
で
崩
御
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
続
日
本
紀
の
記
録
か
ら
、
聖
武
天
皇
は
大
宝
元
年
（
七
０
一
）
年
に
誕
生
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
年
、
そ
の
父
君
の
文
武
天
皇
は
十
九
歳
で
し
た
。
そ
の
文
武
天
皇
は
、

そ
の
父
君
の
草
壁
皇
子
が
二
十
二
歳
の
時
に
誕
生
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
書
紀
お
よ
び
続
日

本
紀
の
記
録
に
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

次
に
光
明
皇
后
で
す
が
、
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
０
）
六
月
七
日
に
六
十
歳
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
計
算
す
れ
ば
、
生
年
は
聖
武
天
皇
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

次
に
、
孝
謙
天
皇
は
宝
亀
元
年
（
七
七
０
）
八
月
四
日
に
五
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

計
算
す
れ
ば
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
誕
生
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
聖
武
天
皇
が
十
八
歳

の
時
の
皇
女
で
す
。 

さ
ら
に
お
二
人
に
は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
に
誕
生
さ
れ
、
翌
年
亡
く
な
っ
た
皇
太
子
は
聖

武
天
皇
が
二
十
七
歳
の
時
の
皇
子
で
す
。 

一
方
、
県
犬
養
家
刀
自
は
、
そ
の
薨
伝
（
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
十
月
十
四
日
薨
）
に
、

よ
れ
ば
、
聖
武
天
皇
が
皇
太
子
の
時
に
入
内
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
の
で
、
聖
武
天
皇
が
十

四
歳
以
降
に
結
婚
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
考
え
る
と
、
県
犬
養
家
刀
自
夫
人

の
生
年
は
不
明
で
す
が
、
光
明
子
よ
り
も
年
少
で
、
早
く
結
婚
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で

き
ま
す
。 

こ
の
夫
人
に
は
井
上
内
親
王
、
不
破
内
親
王
と
安
積
親
王
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

安
積
親
王
は
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
一
月
十
三
日
に
、
足
の
病
で
、
十
七
歳
で
急
逝
し
ま

し
た
こ
と
は
先
述
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
享
年
か
ら
計
算
す
る
と
、
神
亀
五
年
に
誕
生
さ
れ

て
い
ま
す
。
聖
武
天
皇
が
二
十
七
歳
の
時
で
、
奇
妙
な
符
合
で
す
が
、
光
明
子
の
皇
子
が
亡

く
な
っ
た
悲
し
み
の
年
に
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

一
方
、
井
上
内
親
王
は
続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、
幼
年
の
頃
に
井
上
王
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
期
、

元
正
天
皇
の
養
老
五
年
（
七
二
一
）
九
月
に
伊
勢
大
神
宮
の
斎
宮
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
皇

太
子
の
娘
と
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
上
王
と
井
上
内
親
王
は
同
一
女
性
で
す
。
幼

少
と
成
人
後
の
呼
称
が
変
わ
る
例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 



10 

 

時
代
が
古
く
な
り
ま
す
が
、
斎
宮
に
関
し
て
、
天
武
天
皇
時
代
の
大
伯
皇
女
が
斎
宮
に
派
遣

さ
れ
た
時
の
年
齢
は
十
四
歳
の
時
で
し
た
。
そ
こ
で
、
井
上
王
が
斎
宮
に
選
ば
れ
た
年
の
年

齢
を
十
四
歳
と
す
れ
ば
、
こ
の
井
上
王
は
聖
武
天
皇
が
九
歳
の
時
に
誕
生
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
、
不
合
理
な
推
定
と
な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
聖
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
か
ら
四
年
目
の
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
九
月
に
井
上

内
親
王
が
斎
宮
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
井
上
内
親
王
の
年
齢
を
十
四
歳
と
想
定
す

れ
ば
、
聖
武
天
皇
が
十
四
歳
の
時
に
、
誕
生
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
皇
族
の
結
婚
年

齢
か
ら
考
え
て
、
違
和
感
は
な
く
な
り
ま
す
。
県
犬
養
家
刀
自
が
夫
人
と
し
て
入
内
さ
れ
た

時
期
に
対
応
し
ま
す
。 

も
う
一
つ
の
井
上
内
親
王
の
年
齢
の
推
定
方
法
と
し
て
、
そ
の
夫
君
の
光
仁
天
皇
の
年
齢
か

ら
推
定
す
る
こ
と
で
す
。
井
上
内
親
王
が
嫁
が
れ
た
光
仁
天
皇
は
太
上
天
皇
と
し
て
、
天
応

元
年
（
七
八
一
）
十
二
月
に
七
十
三
歳
で
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。 

光
仁
天
皇
は
聖
武
天
皇
よ
り
も
八
歳
年
少
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
う
だ
と
す
れ
ば
光
仁
天
皇
は
和
銅
二
年
（
七
０
九
）
に
誕
生
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
井
上

内
親
王
と
五
歳
の
差
に
な
り
、
結
婚
相
手
と
し
て
も
納
得
が
い
き
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
斎
宮
に
選
ば
れ
た
神
亀
四
年
の
時
の
十
四
歳
説
に
従
え
ば
、
井
上
内
親
王
は
阿
倍

内
親
王
（
孝
謙
天
皇
）
よ
り
四
歳
年
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

問
題
は
本
著
の
主
人
公
不
破
内
親
王
の
年
齢
の
推
定
で
す
。 

全
く
信
頼
す
べ
き
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
吟
味
し
て
み
ま
す
。 

そ
の
一
つ
は
斎
宮
（
斎
王
）
に
選
ば
れ
た
の
は
井
上
内
親
王
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
不
破
内
親
王

で
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
斎
宮
に
選
ば
れ
る
適
齢
期
に
井
上
内
親
王

は
早
く
到
達
し
た
か
ら
と
考
え
ま
す
。
こ
の
考
え
方
す
れ
ば
、
井
上
内
親
王
の
方
が
姉
で
す
。 

天
武
天
皇
の
時
代
の
大
伯
皇
女
は
、
母
の
太
田
皇
女
が
天
武
天
皇
の
妃
と
し
て
の
皇
女
の
中

で
最
年
長
で
あ
り
、
妃
に
な
っ
た
皇
女
た
ち
の
娘
た
ち
の
中
で
、
一
番
年
長
者
で
あ
っ
た
の

で
斎
宮
に
選
ば
れ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

第
二
は
夫
君
の
塩
焼
王
の
初
叙
位
の
時
の
年
齢
を
推
定
し
、
不
破
内
親
王
と
の
結
婚
適
齢
期

を
推
定
す
る
こ
と
で
す
。 

三
世
王
の
初
叙
位
に
関
し
て
、
長
屋
王
と
白
壁
王
（
光
仁
天
皇
）
の
例
を
先
述
し
ま
し
た
。 

少
し
詳
し
く
、
再
び
取
り
上
げ
ま
す
。
長
屋
王
は
高
市
皇
子
（
日
本
書
紀
）
の
子
で
、
父
は

皇
太
子
と
見
な
さ
れ
、
持
統
天
皇
の
次
に
天
皇
に
即
位
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

不
幸
に
も
亡
く
な
り
そ
の
可
能
性
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
市
皇
子
は
草
壁
皇
太

子
の
子
、
軽
皇
子
の
後
見
役
を
持
統
天
皇
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

高
市
皇
子
が
亡
く
な
る
と
（
持
統
天
皇
十
年
（
六
九
六
）
七
月
十
日
）、
約
一
年
後
（
持
統
天

皇
十
一
年
（
六
九
七
）
八
月
）
に
、
軽
皇
子
に
譲
位
さ
れ
、
文
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
ま
す
。 

文
武
天
皇
は
高
市
皇
子
に
支
援
さ
れ
て
い
た
関
係
で
、
そ
の
子
の
長
屋
王
を
信
頼
さ
れ
て
い

た
と
推
定
し
ま
す
。 
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な
ぜ
な
ら
、
長
屋
王
は
文
武
天
皇
の
妹
君
で
あ
る
吉
備
内
親
王
を
妃
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

長
屋
王
が
二
十
一
歳
で
正
四
位
下
と
い
う
格
別
の
初
叙
位
を
受
け
た
こ
と
に
納
得
が
い
く
背

景
が
こ
こ
に
あ
る
と
想
定
し
ま
す
（
初
叙
位
が
高
位
階
で
あ
る
の
で
、
二
十
九
歳
説
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。） 

そ
う
い
う
意
味
で
は
塩
焼
王
は
聖
武
天
皇
の
皇
女
、
不
破
内
親
王
を
妃
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

単
純
に
推
定
す
れ
ば
、
塩
焼
王
も
二
十
歳
代
の
極
前
半
に
初
叙
位
さ
れ
る
環
境
に
あ
り
ま
し

た
。 

し
か
も
、
塩
焼
王
が
初
叙
位
さ
れ
た
年
に
は
父
君
の
新
田
部
親
王
は
ま
だ
生
存
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
約
二
年
後
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
塩
焼
王
は
、
初
叙
位
に
は
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

し
か
し
、
も
う
一
人
、
井
上
内
親
王
が
妃
と
な
っ
た
白
壁
王
は
二
十
九
歳
で
初
叙
位
さ
れ
ま

し
た
。
三
世
王
と
し
て
は
遅
す
ぎ
る
初
叙
位
で
す
。 

白
壁
王
は
志
貴
親
王
の
子
で
す
が
、
そ
の
母
君
は
紀
橡
姫
（
き
の
と
ち
ひ
め
）
で
す
。
貴
族
と

い
え
平
民
出
身
で
す
。
そ
れ
に
井
上
内
親
王
と
の
結
婚
は
非
常
に
晩
婚
で
あ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。 

斎
宮
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
井
上
内
親
王
は
七
二
一
年
か
ら
七
四
四
年
ま
で
斎
宮
だ
っ
た
と
い

う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
七
二
一
年
は
養
老
五
年
で
、
井
上
王
と
し
て
斎
宮
に
任
じ
ら
れ
た
年

で
す
。
続
日
本
紀
の
記
録
に
も
符
合
し
ま
す
。
一
方
、
七
四
四
年
は
天
平
十
六
年
で
す
。 

井
上
内
親
王
は
続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
一
月
に
無
品
か
ら
二
品
に
初

叙
位
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
王
、
内
親
王
と
も
初
叙
位
は
四
品
で
す
か
ら
、
二
品
と
い
う
叙
位

は
、
斎
宮
の
実
績
と
斎
宮
と
し
て
過
ご
し
た
年
月
が
考
慮
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

先
の
斎
宮
職
の
期
間
は
二
十
六
年
に
及
び
ま
す
が
、
こ
の
天
平
十
九
年
と
い
う
の
は
斎
宮
を

辞
し
て
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
白
壁
王
と
の
結
婚

は
斎
宮
を
辞
し
て
か
ら
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
斎
宮
を
辞
し
た
翌
年
の
天
平
十
七
年
に
結
婚
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
そ
れ
で
も
白
壁
王
は
三
十
七
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

井
上
内
親
王
は
聖
武
天
皇
が
十
四
歳
の
時
に
誕
生
さ
れ
、
井
上
王
と
し
て
斎
宮
に
選
ば
れ
た

時
の
年
齢
が
八
歳
で
、
再
び
井
上
内
親
王
と
し
て
斎
宮
に
選
ば
れ
た
時
の
年
齢
を
十
四
歳
と

想
定
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
想
定
に
よ
れ
ば
、
斎
宮
を
辞
し
た
翌
年
の
年
齢
は
三
十
二
歳
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
井
上
内
親
王
に
は
、
一
時
皇
太
子
と
見
な
さ
れ
た
也
戸
王
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
晩
婚
で
出
産
さ
れ
た
と
い
う
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
想
定
で
、
白
壁
王
と
井
上
内
親
王
の
年
齢
差
は
、
五
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
結
婚
に

違
和
感
の
な
い
年
齢
差
で
す
。
た
だ
、
井
上
内
親
王
が
永
く
斎
宮
を
務
め
て
お
ら
れ
た
の
で
、

結
婚
適
齢
年
齢
差
は
、
曖
昧
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
そ
の
時
期
に
白
壁
王
が
井
上
内
親
王
を

射
と
め
ら
れ
た
の
は
、
興
味
あ
る
恋
物
語
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

興
味
あ
る
情
報
を
追
加
し
ま
す
。 
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そ
れ
は
天
長
六
年
（
八
二
九
）
八
月
二
十
日
に
亡
く
な
っ
た
酒
人
内
親
王
の
薨
伝
で
す
。
光

仁
天
皇
と
井
上
皇
后
の
皇
女
で
、
七
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
享

年
で
計
算
す
る
と
、
神
亀
四
年
・
斎
宮
に
選
ば
れ
た
時
の
年
齢
を
十
四
歳
と
し
た
説
で
は
、

井
上
内
親
王
が
四
十
一
歳
の
時
の
皇
女
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
女
性
と
し
て
は

高
齢
出
産
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
井
上
内
親
王
が
結
婚
可
能
に
な
る
の
は
、

同
年
齢
説
で
三
十
二
歳
以
降
に
な
り
ま
す
し
、
一
時
、
皇
太
子
と
見
な
さ
れ
た
他
戸
王
が
い

ま
す
の
で
、
同
年
齢
説
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
無
い
よ
う
で
す
。 

こ
の
酒
人
内
親
王
も
斎
宮
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、
酒
人
内
親
王

が
十
九
歳
の
時
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
母
の
井
上
内
親
王
が
内
親
王
に
任
じ
ら

れ
た
時
の
根
拠
が
ぐ
ら
つ
き
ま
す
が
、
五
歳
の
差
で
す
し
、
そ
の
後
の
白
壁
王
（
光
仁
天
皇
）

と
の
結
婚
を
考
え
る
と
限
り
な
く
、
井
上
内
親
王
の
場
合
に
は
十
四
歳
説
が
よ
り
合
理
的
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

少
し
、
井
上
内
親
王
の
生
涯
の
一
時
期
に
深
入
り
し
ま
し
た
が
、
要
は
、
天
平
九
年
（
七
三

七
）
に
白
壁
王
が
初
叙
位
さ
れ
た
年
に
は
、
井
上
内
親
王
は
斎
宮
で
あ
り
、
結
婚
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
父
君
の
志
貴
親
王
も
約
二
十
一
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
白
壁
王
は
、
三
世
王
と
し
て
は
有
力
な
後
見
者
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

そ
れ
で
も
、
二
十
九
歳
で
初
叙
位
と
い
う
の
は
、
王
自
身
に
そ
れ
な
り
の
理
由
（
病
気
、
あ

る
い
は
勉
学
等
）
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
統
計
的
に
は
異
常
値
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
環
境
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
塩
焼
王
は
天
平
五
年
（
七
三
三
）
三
月
に
無

位
か
ら
従
四
位
下
に
叙
位
さ
れ
た
時
の
年
齢
を
二
十
一
歳
か
ら
二
十
五
歳
の
範
囲
で
考
え
る

こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
。 

二
十
三
歳±

二
歳
と
考
え
、
約
二
十
三
歳
と
仮
定
し
て
話
を
進
め
ま
す
。 

斎
宮
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
井
上
内
親
王
の
方
が
、
不
破
内
親
王
よ
り
年
長
と
す
る
説
を

先
述
し
ま
し
た
が
、
こ
の
説
を
重
視
し
て
考
察
を
進
め
、
一
歳
、
二
歳
、
三
歳
年
少
と
仮
定

（
四
歳
年
少
と
す
れ
ば
阿
倍
内
親
王
（
孝
謙
天
皇
）
と
同
年
齢
に
な
る
の
で
、
四
歳
年
少
説

は
考
慮
し
な
い
）
す
れ
ば
、
塩
焼
王
と
の
年
齢
差
は
そ
れ
ぞ
れ
四
歳
、
五
歳
、
六
歳
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
結
婚
に
違
和
感
の
な
い
年
齢
差
で
す
。 

平
均
的
推
定
年
齢
差
と
し
て
五
歳
説
を
仮
定
す
れ
ば
、
県
犬
養
家
刀
自
か
ら
生
ま
れ
た
井
上

内
親
王
、
不
破
内
親
王
そ
れ
に
安
積
親
王
は
、
聖
武
天
皇
が
そ
れ
ぞ
れ
十
四
歳
、
十
六
歳
、

二
十
八
歳
の
時
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
安
積
皇
子
の
場
合
に
は
、
そ
の
母
が
県
犬

養
家
刀
自
か
と
い
う
疑
念
は
あ
り
ま
す
が
、
通
説
に
従
い
、
問
題
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
と

想
定
し
ま
す
。 

不
破
内
親
王
は
、
異
母
姉
妹
の
阿
倍
内
親
王
（
孝
謙
天
皇
、
重
祚
・
称
徳
天
皇
）
よ
り
、
年

長
と
想
定
し
ま
し
た
。
天
皇
で
あ
る
孝
謙
天
皇
に
意
見
を
言
い
、
意
地
を
張
ら
れ
た
の
は
姉

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
不
破
内
親
王
と
孝
謙
天
皇
と
の
年
齢
差

は
約
二
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
前
提
で
、
こ
れ
以
降
の
話
を
進
め
ま
す
。 
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こ
こ
か
ら
井
上
内
親
王
、
不
破
内
親
王
そ
れ
に
塩
焼
王
の
経
歴
に
は
、
こ
の
推
定
年
齢
を
「
約
」

を
付
記
し
ま
す
。 

不
破
内
親
王
が
続
日
本
紀
に
初
登
場
す
る
の
は
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
一
月
の
初
叙

位
の
時
で
、
こ
の
年
の
年
齢
は
約
四
十
八
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
初
叙
位
と
し
て
は

明
ら
か
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
尋
常
な
初
叙
位
で
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
す
。 

夫
君
の
塩
焼
王
の
「
舌
禍
事
件
」、
伊
豆
国
・
三
嶋
配
流
等
が
影
響
し
て
初
叙
位
が
大
幅
に
遅

れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
ま
す
。 

そ
れ
で
も
、
異
母
姉
妹
と
し
て
の
高
野
天
皇
（
孝
謙
天
皇
）
の
配
慮
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

藤
原
仲
麻
呂
が
氷
上
塩
焼
を
天
皇
に
担
ご
う
と
す
る
変
則
的
な
思
い
に
な
っ
た
の
は
、
不
破

内
親
王
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
夫
君
、
氷
上
塩
焼
は
翌
年
の
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
九
月
の
「
藤
原
仲
麻
呂

の
変
」
で
天
皇
に
担
が
れ
て
、
惨
殺
さ
れ
る
の
で
す
（
約
五
十
四
歳
、
す
な
わ
ち
享
年
）
。 

さ
す
が
に
こ
の
時
に
は
不
破
内
親
王
も
内
親
王
を
剥
奪
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
天
平
宝
字
（
八
年
間
）、
天
平
神
護
（
二
年
間
）
が
過
ぎ
、
さ
ら
に
改
元
さ
れ
た

神
護
慶
雲
の
三
年
（
七
六
九
）
五
月
に
称
徳
天
皇
（
前
・
孝
謙
天
皇
）
の
大
不
興
を
買
う
の

で
す
。
こ
の
時
の
不
破
内
親
王
の
推
定
年
齢
は
約
五
十
四
歳
で
す
。 

そ
の
理
由
は
、
称
徳
天
皇
と
道
鏡
の
関
係
を
諌
め
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
推
定
し
ま
す
。 

天
皇
は
詔
を
出
し
て
断
罪
さ
れ
ま
し
た
。 

続
日
本
紀
の
記
述
に
従
う
と
「
不
破
内
親
王
は
、
先
の
朝
廷
（
淳
仁
朝
）
の
時
代
に
勅
が
あ

っ
て
、
内
親
王
の
名
を
削
ら
れ
た
。
し
か
る
に
悪
事
を
積
む
こ
と
を
や
め
ず
、
重
ね
て
不
敬

を
行
っ
た
。
そ
の
犯
し
た
と
こ
ろ
を
検
討
す
る
と
、
罪
は
八
虐
に
相
当
す
る
。
し
か
し
朕
は

思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
特
に
そ
の
罪
を
許
す
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
で
「
厨
真
人
厨
女
（
く

り
や
の
ま
ひ
と
く
り
や
め
）
」
の
姓
名
を
与
え
、
平
城
京
中
に
は
住
ま
わ
せ
な
い
こ
と
に
す
る
。
ま

た
氷
上
志
許
志
麻
呂
（
ひ
か
み
の
し
け
し
ま
ろ
）
（
著
者
注
：
氷
上
川
継
）
は
そ
の
父
の
塩
焼
王

を
朝
廷
が
見
捨
て
た
日
に
、
父
と
共
に
処
分
に
従
わ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
母
の
不

破
が
朕
と
異
母
姉
妹
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
連
座
さ
せ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
ま
た
そ
の

母
の
悪
行
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
志
許
志
麻
呂
を
遠
流
に
処
し
、
土
佐

国
に
配
流
す
る
」（
宇
治
谷
猛
訳
）
と
。 

氷
上
川
継
は
、
称
徳
天
皇
へ
の
母
の
怨
念
の
た
め
に
、
土
佐
国
に
配
流
さ
れ
た
の
で
す
。 

不
破
内
親
王
の
怨
念
が
い
か
に
大
き
い
か
が
分
か
り
ま
す
。
子
た
ち
ま
で
巻
き
込
ん
で
い
る

か
ら
で
す
。 

と
こ
ろ
が
同
年
同
月
の
い
く
日
か
過
ぎ
た
時
に
、「
犬
部
姉
女
（
い
ぬ
べ
の
あ
ね
め
）」
が
告
訴
さ

れ
ま
す
。
不
破
内
親
王
家
と
交
流
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

彼
女
は
、
以
前
、
県
犬
養
姉
女
（
あ
が
た
い
ぬ
か
い
の
あ
ね
め
）
と
呼
ば
れ
、
光
明
皇
后
の
母
と

同
門
の
出
身
者
で
す
か
ら
、
由
緒
あ
る
女
性
で
あ
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
高
野
天
皇
（
孝
謙

天
皇
の
太
上
天
皇
名
）
の
お
側
に
仕
え
て
い
た
の
で
す
。 
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県
犬
養
姉
女
は
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
一
月
に
従
六
位
下
か
ら
従
五
位
下
に
叙
位
さ
れ

て
い
ま
す
。「
藤
原
仲
麻
呂
の
変
」
が
発
覚
す
る
約
一
年
半
前
の
頃
で
す
か
ら
、
称
徳
天
皇
と

道
鏡
と
の
関
係
に
お
い
て
、
道
鏡
の
野
心
に
藤
原
仲
麻
呂
は
疑
心
暗
疑
に
陥
っ
て
い
た
時
期

で
す
。 

そ
し
て
「
変
」
の
翌
年
の
改
元
さ
れ
た
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
一
月
に
従
五
位
上
に
昇

進
し
て
い
ま
す
。
称
徳
天
皇
に
仕
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
昇
進
で
す
。 

と
こ
ろ
が
不
破
内
親
王
と
意
を
通
じ
、
先
の
「
志
許
志
麻
呂
」
を
天
皇
に
し
よ
う
と
す
る
無

謀
な
企
て
を
行
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
八
月
の
頃
で
し
た
。 

天
皇
の
髪
を
佐
保
川
の
髑
髏
の
中
に
い
れ
て
、
大
宮
の
内
に
持
ち
込
み
、
呪
咀
を
行
っ
て
い

た
の
で
す
か
ら
尋
常
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
三
度
に
及
ん
だ
と
い
う
の
で
す
。 

「
こ
れ
ら
の
罪
は
す
べ
て
死
刑
に
相
当
す
る
が
、
慈
悲
に
よ
っ
て
罪
一
等
を
降
し
て
、
元
の

名
に
戻
し
て
遠
流
（
配
流
先
は
不
明
）
に
す
る
」
と
の
詔
が
出
さ
れ
ま
す
。
県
犬
養
姉
女
は

再
び
「
犬
部
姉
女
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

県
犬
養
姉
女
も
不
破
内
親
王
の
一
味
と
し
て
断
罪
さ
れ
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
神
護
慶
雲
年
代
に
入
る
と
、
称
徳
天
皇
は
健
康
に
不
安
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

神
護
慶
雲
三
年
（
七
六
九
）
七
月
、
先
の
不
興
か
ら
二
カ
月
後
で
す
が
、
厨
（
真
人
）
厨
女

に
封
戸
四
十
戸
と
水
田
十
町
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
不
破
内
親
王
の
生
活
の
保
証
の
た
め
で
す

が
、
健
康
の
回
復
を
願
う
た
め
の
功
徳
の
一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
や
は
り
異
母
姉
妹
と
し
て
の
情
が
あ
っ
た
の
で

す
。
こ
の
年
の
不
破
内
親
王
の
推
定
年
齢
は
約
五
十
四
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
翌
年
の
宝
亀
（
神
護
慶
雲
四
年
と
す
べ
き
で
す
が
・
・
・
）
元
年
（
七
七
０
）
八
月
四

日
に
称
徳
天
皇
が
崩
御
（
五
十
三
歳
）
さ
れ
ま
す
。 

不
破
内
親
王
の
怨
念
は
消
え
去
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

志
貴
親
王
の
子
、
白
壁
王
が
光
仁
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ
、
宝
亀
に
改
元
さ
れ
ま
す
。 

光
仁
天
皇
の
時
代
に
な
る
と
早
速
、「
橘
奈
良
麻
呂
の
変
」
と
「
藤
原
仲
麻
呂
の
変
」
の
関
係

者
、
そ
れ
に
称
徳
天
皇
と
道
鏡
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
す
べ
て
の
不
祥
事
の
関
係
者
す

べ
て
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

宝
亀
元
年
（
七
七
０
）
十
一
月
に
「
厨
真
人
厨
女
」（
不
破
内
親
王
）
の
同
母
姉
の
井
上
内
親

王
が
皇
后
（
約
五
十
七
歳
）
に
選
ば
れ
ま
す
。 

「
厨
真
人
厨
女
」
の
人
生
は
好
転
し
始
め
た
の
で
す
。 

宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
十
二
月
に
「
厨
真
人
厨
女
」
の
姓
は
原
籍
の
不
破
内
親
王
に
戻
さ
れ
、

翌
年
の
同
四
年
一
月
に
、
元
の
四
品
に
復
位
し
ま
し
た
。 

こ
の
時
、
不
破
内
親
王
の
推
定
年
齢
は
約
五
十
八
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

光
仁
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
、
皇
籍
が
復
活
す
る
の
に
、
三
年
も
経
過
し
た
の
は
、
称
徳
天
皇

に
反
抗
し
て
い
た
こ
と
、
天
皇
の
裳
が
明
け
る
期
間
を
考
慮
す
る
と
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
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っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

時
間
を
少
し
逆
に
戻
し
ま
す
が
、
井
上
皇
后
は
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
三
月
に
、
光
仁
天
皇

の
同
母
姉
の
難
波
内
親
王
を
呪
い
殺
そ
う
と
し
た
嫌
疑
に
よ
っ
て
皇
后
の
地
位
を
廃
さ
れ
、

二
カ
月
後
に
は
皇
太
子
の
他
戸
親
王
も
皇
太
子
を
廃
さ
れ
ま
し
た
。 

翌
年
、
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
十
月
に
幽
閉
さ
れ
、
同
六
年
（
七
七
五
）
四
月
に
井
上
内
親

王
と
他
戸
王
は
共
に
亡
く
な
り
ま
す
。
続
日
本
紀
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
二
人
は
自
害
さ
れ
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

推
定
の
た
め
の
参
考
資
料
：
日
本
後
紀(

中)

の
大
同
（
平
城
天
皇
）
二
年
（
八
０
七
）
十
月
に
、

中
務
卿
・
三
品
だ
っ
た
伊
予
親
王
の
謀
反
の
企
て
が
発
覚
し
、
伊
予
親
王
と
母
の
藤
原
吉
子

は
幽
閉
さ
れ
、
親
王
は
廃
さ
れ
ま
す
。
そ
の
記
事
の
中
に
、
二
人
は
飲
食
を
断
た
れ
、
十
日

後
に
「
毒
を
仰
い
で
死
去
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
希
有
の
記
録
で
す
が
、
井
上
内
親

王
と
他
戸
王
も
こ
ん
な
状
況
（
断
罪
の
一
種
？
）
で
亡
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
こ
の
事
件
と
は
関
係
な
い
よ
う
に
不
破
内
親
王
は
昇
進
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

井
上
内
親
王
が
幽
閉
さ
れ
た
年
、
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
五
月
に
は
三
品
に
、
そ
れ
か
ら
八

年
後
の
天
応
元
年
（
七
八
一
）
十
一
月
に
は
二
品
に
叙
位
さ
れ
ま
し
た
。 

母
が
皇
族
と
し
て
三
品
を
叙
位
さ
れ
た
宝
亀
四
年
頃
に
は
、
土
佐
国
に
配
流
に
な
っ
て
い
た

氷
上
志
許
志
麻
呂
（
氷
上
川
継
）
は
、
光
仁
天
皇
の
恩
赦
を
受
け
て
、
入
京
し
て
い
た
で
し

ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
氷
上
川
継
の
初
叙
位
（
従
五
位
下
）
は
宝
亀
十
年
一
月
で
し
た
。
無
位

か
ら
従
五
位
下
に
叙
位
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
入
京
後
に
官
人
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
通
常
、
王
と
称
さ
れ
る
人
た
ち
（
い
わ
ゆ
る
三
世
以
降
）
の
初
叙
位
は
二
十
歳
代
半
ば

ま
で
と
考
え
て
も
良
い
よ
う
で
す
が
、
氷
上
川
継
の
場
合
は
、
土
佐
国
配
流
の
期
間
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
少
な
く
と
も
十
年
あ
る
い
は
二
十
年
は
遅
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ど
の
く
ら
い
遅

れ
た
か
を
川
継
の
年
齢
考
で
考
察
し
て
み
ま
す
。 

氷
上
川
継
の
年
齢
考 

ま
ず
、
三
十
五
歳
で
初
叙
位
と
想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
川
継
が
誕
生
し
た
の
は
、
不
破
内
親
王
の
推
定
年
齢
が
約
三
十
歳
の
時
に
な

り
、
天
平
十
七
年
に
相
当
し
ま
す
。 

し
か
し
、
塩
焼
王
が
伊
豆
国
・
三
嶋
か
ら
入
京
を
ゆ
る
さ
れ
た
の
は
、
天
平
十
八
年
（
七
四

六
）
九
月
で
す
か
ら
、
初
叙
位
三
十
五
歳
説
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
入
京
後
と
す

れ
ば
、
も
っ
と
若
い
年
齢
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
う
だ
と
す
れ
ば
塩
焼
王
の
配
流
年
（
天
平
十
四
年
）
以
前
の
い
ず
れ
か
の
年
に
誕
生
し
た

と
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

仮
に
、
天
平
十
二
年
で
あ
れ
ば
、
初
叙
位
の
時
の
年
齢
は
四
十
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
不

破
内
親
王
が
約
二
十
五
歳
の
時
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

氷
上
川
継
に
は
姉
君
が
お
ら
れ
る
の
で
、
よ
り
合
理
的
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

そ
れ
で
も
少
し
違
和
感
が
あ
り
ま
す
の
で
、
五
年
誕
生
年
を
先
に
延
ば
し
て
み
ま
す
。 
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そ
う
す
れ
ば
、
初
叙
位
は
四
十
五
歳
、
不
破
内
親
王
が
二
十
歳
の
時
に
誕
生
し
、
誕
生
年
は

天
平
七
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

従
っ
て
、
氷
上
川
継
の
初
叙
位
の
時
の
宝
亀
十
年
の
推
定
年
齢
は
約
四
十
歳
か
ら
四
十
五
歳

ま
で
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
四
十
二
歳±

三
歳
と
想
定
し
、
以
降
約
四
十
二
歳
説
で

話
を
進
め
ま
す
。（
注
：
三
歳
の
推
定
誤
差
範
囲
は
読
者
の
方
の
判
断
に
委
ね
ま
す
） 

一
見
、
平
穏
な
生
活
が
戻
っ
た
よ
う
で
す
が
、
不
破
内
親
王
は
姉
君
・
井
上
内
親
王
の
「
呪

咀
事
件
」
を
ど
ん
な
気
持
ち
で
受
け
止
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

翌
月
の
天
応
元
年
十
二
月
二
十
三
日
に
光
仁
太
上
天
皇
が
崩
御
さ
れ
ま
す
（
享
年
七
十
三
歳
）
。 

光
仁
天
皇
自
ら
、
天
応
と
改
元
さ
れ
、
そ
の
年
の
四
月
に
山
部
皇
太
子
に
皇
位
を
譲
ら
れ
、

太
上
天
皇
に
な
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

山
部
皇
太
子
が
桓
武
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ
、
延
暦
と
改
元
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
さ
し
く
桓
武
天
皇
の
御
代
が
正
式
に
始
ま
ろ
う
と
し
た
時
に
、
塩
焼
王
と
不
破
内
親
王
の

息
子
、
氷
上
川
継
が
謀
叛
（
約
四
十
五
歳
）
を
起
こ
す
の
で
す
。
怨
念
の
マ
グ
マ
が
不
破
内

親
王
の
息
子
、
氷
上
川
継
か
ら
噴
き
出
す
の
で
す
。 

父
や
母
の
怨
念
が
彼
を
謀
叛
に
駆
り
立
て
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
高
齢
で
初
叙
位
さ
れ
た

こ
と
も
氷
上
川
継
の
不
満
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
納
得
し
て
い
た

は
ず
で
す
。 

謀
叛
で
す
か
ら
本
来
な
ら
死
罪
で
す
が
、
光
仁
太
上
天
皇
の
服
喪
中
で
あ
り
、
伊
豆
国
・
三

嶋
に
配
流
に
な
り
ま
す
。
配
流
先
は
父
の
塩
焼
王
が
配
流
さ
れ
た
同
じ
土
地
で
す
。
こ
の
時

は
妻
の
藤
原
法
壱
も
同
行
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
藤
原
法
壱
の
祖
父
は
女
性
万
葉
歌
人
の
大
伴
坂
上
郎
女
に
恋
し
た
藤
原
麻
呂
で
、
そ
の

父
は
藤
原
浜
成
で
す
。 

母
の
不
破
内
親
王
と
川
継
の
姉
妹
は
淡
路
国
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
の

不
破
内
親
王
の
推
定
年
齢
は
約
六
十
七
歳
で
す
。 

皇
女
と
し
て
老
年
で
す
。
不
破
内
親
王
は
、
淡
路
国
で
亡
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
何
年
間
、

侘
び
し
く
生
き
の
び
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
く
当
地
に
配
流
に
な
っ
た
氷
上
川
継
の

姉
妹
君
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

二
十
三
年
後
に
し
て
、
氷
上
川
継
は
桓
武
天
皇
の
恩
赦
に
よ
っ
て
罪
が
許
さ
れ
、
元
の
官
位

に
復
し
て
し
て
い
ま
す
が
、
姉
妹
た
ち
も
赦
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
十
分
あ
り
ま
す
が
、
記

録
を
辿
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

聖
武
天
皇
の
二
人
の
内
親
王
で
あ
る
井
上
内
親
王
と
不
破
内
親
王
が
同
じ
よ
う
に
苛
酷
な
運

命
を
負
わ
れ
た
の
は
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。 

以
下
に
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
毎
に
話
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

 

そ
の
一 

氷
上
川
継
事
件
の
背
景 

桓
武
天
皇
の
即
位
早
々
の
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
閏
一
月
に
、
氷
上
川
継
の
資
人
の
不
審
な
行
動
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を
尋
問
さ
れ
、
白
状
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「朝
廷
を
覆
そ
う
と
し
て
い
た
」と
い
う
氷
上
川
継
事
件
が

明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
左
大
弁
・
従
三
位
の
大
伴
家
持
、
そ
れ
に
左
大
臣
・
正
二
位
の
藤
原

魚
名
等
が
連
座
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
人
物
が
連
座
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
氷
上
川
継
は
父
と
母
の
怨
念
を
果
た
そ
う
と

し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
、
進
行
し
て
い
た
長
岡
宮
遷
都
が
事
件
の
核
心
だ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。 

父
、
塩
焼
王
（
当
時
）
が
紫
香
楽
宮
建
設
に
反
対
し
た
た
め
に
配
流
に
な
っ
た
と
い
う
思
い

と
、
長
岡
京
遷
都
に
批
判
的
で
あ
っ
た
大
伴
家
持
そ
れ
に
藤
原
魚
名
に
同
調
の
感
触
を
得
た

か
ら
決
行
し
よ
う
と
準
備
（
？
）
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

平
城
京
か
ら
長
岡
京
に
遷
都
す
る
こ
と
に
三
人
は
批
判
的
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

こ
の
事
件
か
ら
左
大
臣
・
藤
原
魚
名
は
権
大
宰
帥
に
左
遷
さ
れ
、
息
子
た
ち
も
配
流
さ
れ
ま

す
。 

一
方
大
伴
家
持
は
一
時
、
京
外
追
放
に
な
り
ま
す
が
、
ま
も
な
く
復
位
し
ま
す
が
、
そ
の
後

は
桓
武
天
皇
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
想
定
し
て
い
ま
す
。 

氷
上
川
継
の
父
、
塩
焼
王
は
、
聖
武
天
皇
の
恭
仁
宮
遷
都
早
々
に
更
に
紫
香
楽
宮
建
設
が
始
ま
ろ

う
と
し
た
時
に
反
対
（？
）し
て
、
伊
豆
国
三
嶋
に
流
罪
に
な
っ
た
こ
と
は
先
述
し
ま
し
た
が
、
遷
都

に
関
し
て
、
氷
上
川
継
は
自
ら
配
流
に
な
り
な
が
ら
、
父
の
判
断
の
正
し
さ
と
天
皇
に
も
進
言
す

る
勇
気
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

そ
れ
だ
け
に
、
遷
都
問
題
に
な
る
と
、
父
、
塩
焼
王
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。 

母
の
不
破
内
親
王
を
恩
赦
に
よ
っ
て
、
皇
族
に
戻
し
た
の
は
桓
武
天
皇
の
父
君
の
光
仁
天
皇
で
す
か

ら
、
氷
上
川
継
が
桓
武
天
皇
の
朝
廷
に
謀
反
を
起
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
怨
念
だ
け
で
謀
反
を
起

こ
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

長
岡
宮
遷
都
問
題
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ま
す
。 

謀
反
の
罪
は
斬
殺
で
す
が
、
光
仁
天
皇
の
喪
中
で
も
あ
り
、
氷
上
川
継
は
死
罪
か
ら
罪
を
一
等
減

じ
ら
れ
て
、
父
の
配
流
先
だ
っ
た
伊
豆
国
三
嶋
に
配
流
に
な
っ
た
こ
と
は
先
述
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
事
件
に
関
係
し
て
裁
か
れ
た
人
た
ち 

そ
の
一 

氷
上
川
継
の
一
味 

氷
上
川
継
の
一
味
と
し
て
、
三
方
王
（
従
四
位
下
）
と
そ
の
妻
で
あ
る
弓
削
王
女
（
正
五
位
上
）
、
山

上
船
主
（
従
五
位
下
）
が
断
罪
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
死
罪
よ
り
一
等
減
じ
ら
れ
て
、
三
方
王
と

弓
削
皇
女
は
日
向
国
に
、
山
上
船
主
は
隠
岐
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
仲
間
も
法
に
よ
っ
て
処

分
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

彼
ら
が
裁
か
れ
た
罪
状
は
「
天
皇
を
呪
詛
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
呪
詛
と

い
う
点
で
は
、
山
上
船
主
が
陰
陽
頭
・天
文
博
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
納
得
が
い
き
ま
す
。 

呪
詛
し
て
天
皇
が
亡
く
な
れ
ば
、
自
分
が
天
皇
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。 
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皇
太
子
に
相
良
（さ
わ
ら
）
親
王
も
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

こ
の
中
で
、
隠
岐
介
と
し
て
隠
岐
島
に
配
流
さ
れ
て
い
た
山
上
船
主
は
生
き
抜
い
て
、
二
十
三
年
後

に
入
京
が
赦
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
入
京
後
の
消
息
は
不
明
で
す
。
一
方
三
方
王
は
従
四
位
下
で
あ

り
な
が
ら
、
日
向
介
と
し
て
流
罪
に
な
り
ま
す
が
、
二
十
三
年
後
の
大
赦
に
名
前
が
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
こ
の
時
の
大
赦
は
生
死
に
か
か
わ
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
許
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
三
方
王
も
数
奇
な
運
命
を
辿
り
ま
し
た
。
続
日
本
紀
か
ら
そ
の
生
涯
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
て
み
ま
す
。 

三
方
王
は
天
平
勝
宝
元
年
（七
四
九
）
四
月
に
無
位
か
ら
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、

同
時
に
三
使
王
と
宗
形
王
も
同
じ
叙
位
を
受
け
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
六
月
に
、
三
使
王
と
共
に
従
五
位
下

か
ら
四
階
級
上
位
の
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
ま
す
。 

一
方
、
同
年
同
月
に
従
四
位
下
の
室
女
王
と
飛
鳥
田
女
王
が
二
世
王
の
四
品
を
叙
位
さ
れ
、
従

五
位
下
の
弓
削
女
王
も
従
四
位
下
に
叙
位
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
は
、
舎
人
親
王
の
子
の
大
炊
王
が
即
位
し
て
淳
仁
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
こ
と
に
関
係
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
即
位
に
よ
っ
て
兄
た
ち
、
船
王
と
池
田
王
は
親
王
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
従
っ
て
、
三
方
王
と
弓
削
女
王
、
そ
れ
に
宗
形
王
は
、
船
王
あ
る
い
は
池
田
王
の
息
子
と
娘
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ど
の
王
の
息
子
、
娘
か
と
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
三
人
の
王
と
女
王
と
は
、
船
王

と
池
田
王
の
息
子
、
娘
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。 

後
に
こ
の
推
定
が
正
し
い
こ
と
を
述
べ
ま
す
。 

同
年
七
月
に
従
四
位
下
で
木
工
頭
に
叙
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
続
日
本
紀
か
ら
は
消
息
が
途

絶
え
ま
す
。 

更
に
先
に
進
む
前
に
万
葉
集
の
中
の
三
方
王
を
辿
っ
て
み
ま
す
。
続
日
本
紀
で
は
三
方
王
、
三
形

王
、
御
方
王
、
万
葉
集
で
は
三
形
王
で
す
が
、
同
一
人
物
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
す
。
万
葉
集
で
は

三
形
王
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
表
記
で
通
し
ま
す
。
万
葉
集
に
は
三
形
王
の
自
作
歌
は
二
首
（巻

二
十
・四
四
八
八
と
四
五
一
一
）が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
形
王
と
大
伴
家
持
た
ち
の
親
し
い
交

流
を
裏
付
け
る
万
葉
集
の
歌
に
言
及
し
ま
す
。 

そ
の
一
つ
は
、
題
詞
に
「
勝
宝
九
歳
の
六
月
二
十
三
日
に
、
大
監
物
三
形
王
の
宅
に
し
て
宴
せ
る
歌

一
首
」
と
あ
る
兵
部
大
輔
・
大
伴
家
持
の
歌
（
巻
二
十
・
四
四
八
三
）
で
す
。
三
形
王
の
官
職
は
「
大

監
物
」
で
す
が
、
続
日
本
紀
か
ら
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
大
伴
家
持
が
兵
部
大
輔
だ
っ
た
こ
と

は
確
認
で
き
ま
す
。 

大
伴
家
持
と
三
形
王
は
酒
を
飲
み
か
わ
す
ほ
ど
懇
意
だ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
ま
す
。
こ
の
時
、
大

伴
家
持
は
四
十
歳
で
す
。
一
方
三
形
王
は
初
叙
位
が
四
年
後
で
す
か
ら
、
初
叙
位
の
年
齢
も
三
形

王
が
若
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
二
人
の
年
齢
差
は
七
歳
あ
る
い
は
十
歳
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
二
人
は
倭
歌
を
通
し
た
仲
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 
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船
親
王
あ
る
い
は
池
田
親
王
の
子
と
言
え
ど
も
、
三
形
王
は
大
伴
家
持
を
招
い
て
歌
宴
を
楽
し
む

仲
だ
っ
た
の
で
す
。 

問
題
は
こ
の
時
期
で
す
。
天
平
勝
宝
九
歳
は
天
平
宝
字
元
年
に
改
元
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
「橘

奈
良
麻
呂
の
変
」
が
起
こ
っ
た
か
ら
で
す
。
続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
七
月
に
事
件
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
宴
は
六
月
末
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
事
件
発
覚
の
一
か
月
前
で
す
。
二
人
に
と
っ
て
、

こ
の
事
件
は
予
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
程
度
の
問
題
意
識
で
は
な
く
、
不
可
避
と
の
確
信
が
二
人
に

は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
大
伴
家
持
は
兵
部
大
輔
で
す
か
ら
な
お
さ
ら
で
す
。
こ
の
時
の
宴
で
は
大
伴

家
持
の
歌
し
か
収
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
こ
と
が
事
件
の
ひ
っ
迫
性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

大
伴
家
持
は
｛
昔
の
人
｝
を
偲
ん
で
い
ま
す
。
聖
武
天
皇
、
橘
諸
兄
左
大
臣
が
生
き
て
お
ら
れ
た
ら
、

こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
詠
ん
で
い
ま
す
。 

そ
し
て
予
想
し
た
よ
う
に
「
橘
奈
良
麻
呂
の
変
」が
起
こ
る
の
で
す
。
多
く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
万
葉
集
で
は
「
変
」
が
鎮
圧
さ
れ
た
時
期
の
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
十
二
月
に
開
か

れ
た
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
で
、
「
十
二
月
十
八
日
に
、
大
監
物
三
形
王
の
宅
に
し
て
宴
せ
る
歌
三
首
」

（
巻
二
十
・
四
四
八
八
か
ら
四
四
九
０
）
と
い
う
題
詞
の
歌
、
三
首
が
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。 

こ
の
時
は
、
主
人
の
大
監
物
・
三
形
王
、
客
の
大
蔵
大
輔
・
甘
南
備
伊
香
真
人
と
大
伴
家
持
が
そ
れ

ぞ
れ
一
首
ず
つ
詠
ん
で
い
ま
す
。 

ま
ず
大
蔵
大
輔
の
甘
南
備
伊
香
真
人
を
紹
介
し
ま
す
。 

甘
南
備
伊
香
は
以
前
に
伊
香
王
と
呼
ば
れ
た
皇
族
の
一
人
で
し
た
。
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）

四
月
に
無
位
か
ら
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
叙
位
が
従
五
位
下
で
す
か
ら
四
世

王
（
天
皇
を
一
世
と
し
て
）
以
降
の
皇
孫
で
す
。
ど
の
皇
族
の
王
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

そ
の
年
の
八
月
に
雅
楽
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
平
十
七
年
に
大
伴
家
持
が
従
五
位
下

に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
主
人
の
三
形
王
は

そ
の
三
年
後
に
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
三
形
王
が
一
番
若
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
こ
の
三
人
の
年
齢
に
大
差
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
同
じ
年
配
で
、
歌
を
通
し
た
仲

な
の
で
し
ょ
う
か
。
気
楽
に
話
し
合
え
る
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
甘
南
備

伊
香
は
、
そ
の
自
作
歌
、
四
首
が
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
、
万
葉
歌
人
と
称
さ
れ
う
る
人
物
で

す
。 

こ
の
宴
で
詠
ま
れ
た
三
首
の
歌
の
調
子
は
似
通
っ
て
い
ま
す
。
題
詞
の
示
す
よ
う
に
、「
橘
奈

良
麻
呂
の
変
」
が
一
段
落
し
て
、
新
年
と
共
に
、
世
情
も
一
新
さ
れ
る
よ
う
に
、
希
望
を
つ

な
い
だ
歌
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

伊
香
王
は
従
五
位
下
叙
位
か
ら
三
年
後
の
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
七
月
に
従
五
位
上
に

叙
せ
ら
れ
ま
す
。
早
い
昇
進
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
伊
香
王
と
二
人
の
息
子
は

甘
南
備
真
人
の
氏
姓
を
賜
り
ま
す
。
甘
南
備
伊
香
真
人
は
こ
の
宴
の
日
か
ら
五
年
後
に
従
五

位
上
で
備
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。
大
伴
家
持
が
因
幡
守
を
終
え
て
帰
京
し
た
時
期
で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
「
藤
原
仲
麻
呂
の
謀
反
」
（
天
平
宝
字
八
年
七
月
）
後
に
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
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八
）
六
月
に
越
中
守
に
任
じ
ら
れ
、
宝
亀
三
年
と
八
年
の
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
正
五
位
下
と
正

五
位
上
に
叙
位
さ
れ
ま
す
。
続
日
本
紀
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
す
。 

こ
の
宴
の
時
、
大
伴
家
持
は
兵
部
大
輔
か
ら
右
中
弁
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
大
伴

家
持
の
歌
の
左
注
に
あ
る
右
中
弁
は
続
日
本
紀
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
万
葉
集
の
記
事

の
正
確
さ
と
そ
れ
に
大
伴
家
持
自
身
の
こ
と
で
す
か
ら
右
中
弁
だ
っ
た
の
い
う
の
は
正
し
い

の
で
し
ょ
う
。
兵
部
大
輔
か
ら
数
ヶ
月
し
て
右
中
弁
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
三

人
の
他
に
、
も
う
一
人
の
客
が
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
伴
家
持
を
右
中
弁
大
伴

宿
禰
家
持
と
公
称
名
で
記
録
し
た
人
で
す
。
こ
の
当
時
歌
の
筆
記
等
、
大
伴
家
持
を
助
け
て

い
た
の
は
大
原
今
城
で
す
。
彼
が
同
行
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
少
な
く
と
も
表

向
き
は
歌
会
の
宴
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
主
人
の
三
形
王
の
官
職
だ
っ
た
大
監
物
（
だ
い

け
ん
も
つ
）
は
大
宝
律
令
職
員
令
に
よ
る
と
中
務
省
の
役
人
で
大
蔵
省
・
内
寮
省
の
出
納
を
監

察
（
鍵
の
管
理
）
し
て
い
た
役
所
で
定
員
は
二
人
で
す
。
天
平
宝
字
元
年
六
月
と
同
年
十
二

月
の
二
回
、
大
監
物
・
三
形
王
宅
で
宴
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
続
日
本
紀
に
よ
る
と
そ
の
六

月
に
従
五
位
下
の
田
口
朝
臣
御
直
が
大
監
物
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
形
王
が
大
監
物
と

い
う
の
は
大
監
物
が
二
人
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
文
献
に
よ
る
と
天
平
十
九
年
か

ら
延
暦
十
年
ま
で
の
四
十
五
年
間
に
続
日
本
紀
に
記
録
さ
れ
た
大
監
物
は
二
十
一
名
（
延
べ

二
十
三
名
）
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
形
王
の
よ
う
に
続
日
本
紀
に
記
録
が
な
く
て

万
葉
集
で
確
認
さ
れ
る
例
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
こ
の
数
字
が
実
態
を
表
し
て
い
る
か
ど
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
そ
れ
で
も
平
均
在
位
期
間
は
二
年
で
す
。
職
務
上
、
長
く
な
る
の
は
好

ま
し
く
な
い
か
ら
、
短
期
間
で
交
代
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
皇
孫
が
約
半
数
を

占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

大
伴
家
持
が
兵
部
大
輔
か
ら
右
中
弁
の
役
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
み
ま
す
。
続
日
本

紀
で
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
は
先
述
し
て
い
ま
す
。 

右
弁
官
は
、
兵
部
省
を
管
轄
し
て
い
ま
す
か
ら
、
一
貫
し
た
人
事
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い

う
人
事
が
発
令
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
伴
家
持
は
「
橘
奈
良
麻
呂
の
変
」
に
は
係
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
と
想
定
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。
大
伴
家
持
は
左
大
臣
・
橘
諸
兄
を
尊
敬
し
、
そ
の
長
子
の

起
こ
し
た
事
件
に
無
関
係
で
い
ら
れ
る
わ
け
は
な
い
と
思
え
る
の
で
、
こ
の
人
事
は
不
可
解
で
す
。 

こ
の
事
情
に
関
し
て
は
別
冊
で
考
察
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
大
伴
家
持
と
三
形
王
ら
は
中
臣
清
麻
呂
宅
を
も
訪
ね
て
い
ま
す
。 

「
二
月
に
式
部
大
輔
中
臣
清
麻
呂
朝
臣
の
宅
に
し
て
宴
せ
る
歌
十
五
首
」
と
題
詞
に
あ
る
よ
う
に

大
勢
で
出
か
け
て
い
ま
す
。 

題
詞
の
「二
月
」
は
天
平
宝
字
二
年
二
月
の
こ
と
で
、
「橘
奈
良
麻
呂
の
変
」は
表
立
っ
て
は
鎮
ま
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
。 

中
臣
清
麻
呂
は
後
に
右
大
臣
（正
二
位
）に
昇
進
し
ま
す
が
、
こ
の
時
の
「式
部
大
輔
で
す
が
、
続
日

本
紀
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
こ
で
、
三
形
王
は
一
首
（巻
二
十
・
四
五
０
０
）
を
詠
み
ま
す
。
主
人
の
中
臣
清
麻
呂
の
徳
を
慕
う
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歌
で
す
。
こ
の
時
に
訪
問
者
た
ち
は
、
中
臣
清
麻
呂
の
人
徳
を
慕
っ
て
集
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
何
か

願
い
事
で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
想
像
し
に
く
い
の
で
す
が
、
一
年
後
に
大
伴
家

持
は
万
葉
集
の
歌
の
収
集
を
終
え
る
の
で
す
か
ら
、
万
葉
集
の
完
成
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
相
談

に
き
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
三
形
王
の
官
職
は
冶
部
大
輔
で
し
た
。
「
変
」

後
に
叙
せ
ら
れ
た
官
職
で
す
が
、
続
日
本
紀
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
宴
は
大
原
今
城
が
企
画
し
た
よ
う
で
す
が
、
大
原
今
城
の
官
職
は
冶
部
少
輔
で
す
か
ら
、
三

形
王
の
直
属
の
部
下
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

大
原
今
城
は
大
伴
家
持
の
万
葉
集
編
纂
を
最
後
ま
で
助
け
て
い
ま
す
か
ら
、
大
伴
家
持
が
ど
れ
ほ

ど
信
頼
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
す
。
「
変
」
で
亡
く
な
っ
た
大
伴
池
主
の
代
わ
り
を
務
め
て
い
た
の

で
す
。
大
原
今
城
の
こ
の
時
の
官
職
は
続
日
本
紀
で
確
認
で
き
ま
す
。 

氷
上
川
継
の
一
味
と
し
て
日
向
介
と
し
て
流
罪
に
な
っ
た
三
形
王
は
、
こ
の
万
葉
集
の
三
形
王
と

同
一
人
物
と
想
定
で
き
る
の
で
、
大
伴
家
持
と
は
深
い
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

再
び
、
続
日
本
紀
に
戻
り
ま
す
。
奇
妙
な
こ
と
に
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
一
月
に
三
方
王
と
宗
形

王
が
共
に
無
位
か
ら
従
五
位
下
に
叙
位
さ
れ
ま
す
。 

そ
し
て
宝
亀
五
年
（七
七
四
）一
月
に
弓
削
女
王
が
無
位
か
ら
従
五
位
下
に
譲
位
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
、
三
方
王
と
弓
削
女
王
と
は
先
述
し
た
三
方
王
と
弓
削
女
王
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。 

と
こ
ろ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
二
人
は
船
親
王
あ
る
い
は
池
田
親
王
の
息
子
、
娘
で
あ
る
こ
と
か

ら
思
い
つ
き
ま
し
た
。
「藤
原
仲
麻
呂
の
謀
反
」で
、
船
親
王
と
池
田
親
王
は
王
に
格
下
げ
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
隠
岐
国
と
土
佐
国
に
流
罪
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
三
方
王
と
弓
削
女
王
も
共
に
流
罪
に

な
っ
て
い
た
と
考
え
た
の
で
す
。 

光
仁
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
、
「
橘
奈
良
麻
呂
の
変
」
、
「
藤
原
仲
麻
呂
の
変
」
、
そ
れ
に
道
鏡
に
関
連

し
て
罪
を
負
っ
た
人
た
ち
が
す
べ
て
許
す
と
の
勅
が
で
た
の
は
宝
亀
元
年
（
七
七
０
）
十
一
月
で
し
た
。

こ
の
勅
に
よ
っ
て
、
三
方
王
、
弓
削
女
王
、
そ
れ
に
宗
形
王
は
許
さ
れ
て
叙
位
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
も
復
位
す
る
の
で
は
な
く
、
無
位
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。
三
方
王
と
弓
削
女
王
が
い
つ
、
結
婚
し

た
か
そ
れ
は
不
明
で
す
が
、
夫
婦
だ
っ
た
の
、
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
で
す
。 

そ
し
て
氷
上
川
継
事
件
の
直
前
で
は
三
方
王
は
従
四
位
下
、
弓
削
女
王
は
正
五
位
上
に
昇
進
し
て

い
ま
し
た
。
父
た
ち
と
配
流
さ
れ
る
前
に
や
っ
と
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
配
流
期
間
が
約
六

年
、
そ
れ
か
ら
約
十
二
年
間
の
務
め
の
結
果
で
す
。
そ
れ
が
「
氷
上
川
継
事
件
」
で
再
び
、
日
向
国

に
配
流
さ
れ
た
の
で
す
。 

氷
上
川
継
と
三
方
王
と
を
繋
い
だ
の
は
、
父
が
配
流
に
な
り
、
二
人
と
も
配
流
の
浮
き
身
を
味
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
の
二 

大
伴
家
持 

左
大
弁
（
従
三
位
、
兼
春
宮
大
夫
）
だ
っ
た
大
伴
家
持
も
、
官
職
を
剥
奪
さ
れ
、
京
外
に
追
放
さ
れ

る
と
い
う
刑
罰
を
受
け
ま
し
た
。 
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役
職
上
、
罪
状
を
問
わ
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
左
大
弁
に
は
治
安
を
担
当
す
る
部
場
を
管

轄
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。 

氷
上
川
継
は
事
件
の
約
一
月
前
に
因
幡
守
に
叙
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

二
十
二
年
前
と
言
え
、
大
伴
家
持
も
因
幡
守
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
親
密
さ
を
深
め
、
氷
上
川
継
の

考
え
方
に
共
鳴
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
心
情
的
関
与
で
す
。 

氷
上
川
継
の
一
味
と
し
て
日
向
国
に
配
流
に
な
る
三
方
王
は
先
述
し
た
よ
う
に
大
伴
家
持
と
は
親

密
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
氷
上
川
継
と
大
伴
家
持
を
繫
ぐ
糸
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
万
葉
集

を
通
し
た
「三
形
王
」で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
す
。 

し
か
し
、
大
伴
家
持
の
場
合
に
は
事
件
か
ら
約
四
ヶ
月
後
の
同
年
五
月
に
参
議
・春
宮
大
夫
（従
三

位
）に
復
し
ま
す
。 

刑
罰
が
軽
か
っ
た
と
思
え
る
の
は
、
桓
武
天
皇
の
大
伴
家
持
への
信
頼
が
強
か
っ
た
か
ら
と
、
関
与
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
想
定
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
も
一
ヶ
月
後
の
同
年
六
月
に
は
陸
奥
按
察
使
・
鎮
守
将
軍
の
兼
任
の
人
事
が
発
令
さ
れ
、

桓
武
天
皇
と
の
関
係
が
気
ま
ず
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
人
事
は
大
伴
駿
河
麻
呂
と
同
じ
官
職
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
武
門
の
大
伴
家
の
果
た
す
べ
き
役
職

で
あ
り
、
兼
任
で
す
か
ら
、
こ
の
人
事
は
こ
の
時
点
で
は
特
別
な
意
味
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

ま
す
。 

そ
れ
は
翌
年
の
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
七
月
に
中
納
言
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
推
定
可
能
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
か
ら
七
十
数
年
続
い
た
平
城
京
か
ら
長
岡
京
遷
都
が
具
体
化
し
始
め
た
の

で
す
。 

長
岡
京
遷
都
は
桓
武
天
皇
が
主
導
さ
れ
、
藤
原
種
継
が
中
心
に
な
っ
て
促
進
し
よ
う
と
し
た
事
業

で
し
た
。 

聖
武
天
皇
の
難
波
京
建
設
、
恭
仁
京
遷
都
、
更
に
紫
香
楽
京
建
設
を
経
験
し
た
大
伴
家
持
が
、
長

岡
京
遷
都
に
批
判
的
だ
っ
た
と
想
定
す
る
の
は
可
能
で
す
。 

氷
上
川
継
も
、
父
の
塩
焼
王
が
紫
香
楽
京
への
遷
都
に
対
し
て
聖
武
天
皇
に
意
見
を
言
っ
た
た
め
に

伊
豆
国
に
配
流
さ
れ
た
と
い
え
、
結
果
的
に
は
正
し
か
っ
た
と
確
信
を
深
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

紫
香
楽
京
遷
都
は
盧
舎
那
仏
造
立
に
よ
る
国
家
安
泰
を
願
わ
れ
る
聖
武
天
皇
の
強
い
決
心
の
表

れ
で
す
が
、
結
果
的
に
は
財
政
難
に
直
面
し
て
も
、
平
城
京
に
戻
っ
て
大
仏
が
造
立
さ
れ
た
の
で
す
。

塩
焼
王
の
指
摘
は
現
場
の
立
場
か
ら
は
正
し
か
っ
た
の
で
す
。 

大
伴
家
持
と
氷
上
川
継
は
新
都
建
設
に
ま
つ
わ
る
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
想
定
で

き
ま
す
。
二
人
と
も
新
都
建
設
に
批
判
的
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
は
左
大
臣
・
藤

原
魚
名
も
・・
・
。
同
じ
藤
原
家
と
い
っ
て
も
、
長
岡
宮
遷
都
を
推
進
し
た
藤
原
種
継
は
藤
原
宇
合
の

孫
で
す
が
、
魚
名
の
父
は
藤
原
房
前
で
す
。
藤
原
分
家
の
間
で
、
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

長
岡
京
は
わ
ず
か
十
年
し
か
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
桓
武
天
皇
は
平
安
京
に
遷
都
さ
れ
、

千
年
の
都
の
基
礎
を
築
か
れ
た
の
で
す
が
、
少
な
く
と
も
長
岡
宮
遷
都
は
中
途
半
端
な
結
果
に
な

り
ま
し
た
。 
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長
岡
京
遷
都
問
題
は
大
伴
家
持
の
立
場
を
不
安
定
に
し
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
を
続
日
本
紀
に
よ
っ

て
考
察
し
て
み
ま
す
。 

延
暦
二
年
（
七
八
三
）
五
月
に
勅
に
よ
っ
て
、
山
背
国
乙
訓
郡
長
岡
村
の
地
を
視
察
す
る
た
め
に
使

い
が
派
遣
さ
れ
、
翌
月
に
造
長
岡
宮
使
が
任
命
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
長
岡
京
建
設
が
本
格
化
し

た
の
は
延
暦
二
年
五
月
か
ら
で
す
。 

構
想
は
数
年
前
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
伴
家
持
は
そ
の
考
え
方
に
反
対
し
て
い
た
は
ず
で

す
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
の
三
ヶ
月
前
の
同
年
二
月
に
大
伴
家
持
は
持
節
征
討
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。 

長
岡
京
造
営
に
反
対
さ
れ
な
い
た
め
に
、
大
伴
家
持
は
陸
奥
国
に
遠
ざ
け
ら
れ
た
の
で
す
。 

そ
れ
か
ら
同
年
十
一
月
に
桓
武
天
皇
は
長
岡
宮
に
移
ら
れ
ま
す
。
皇
后
、
皇
太
后
も
移
ら
れ
、
長

岡
宮
遷
都
が
宣
言
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
も
工
事
は
続
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
未
完
成
の
ま
ま

で
遷
都
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
一
年
と
九
カ
月
後
の
延
暦
四
年
（七
八
五
）
八
月
二
十
八
日
に
、
大
伴
家
持
は
中
納
言
・

従
三
位
・
春
宮
大
夫
・
兼
陸
奥
按
察
使
・
鎮
守
将
軍
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
行
年
（
享
年
）
は
六
十

八
歳
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
亡
く
な
っ
て
一
カ
月
後
に
長
岡
京
の
建
設
現
場
で
、
中
納
言
の
造
長
岡
宮
長
官
の
藤
原

種
継
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。 

大
伴
家
の
身
内
の
関
与
が
判
明
し
、
事
件
の
関
係
者
は
勿
論
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
大
伴
家
持

は
除
名
処
分
、
そ
の
子
の
永
主
は
配
流
の
処
罰
を
受
け
ま
す
。
大
伴
家
持
は
大
往
生
し
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
、
こ
の
ま
ま
、
つ
ま
り
大
伴
家
持
に
恩
赦
が
な
か
っ
た
ら
、
今
の
万
葉
集

は
ど
ん
な
風
に
語
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

幸
い
な
こ
と
に
二
十
一
年
に
及
ぶ
永
い
汚
名
期
間
の
後
、
桓
武
天
皇
の
恩
赦
に
よ
っ
て
大
伴
家
持
た

ち
は
赦
免
さ
れ
る
の
で
す
。 

さ
ら
に
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
大
伴
家
持
と
「
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
」
に
関
与
し
た
と
し
て

配
流
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
の
赦
免
を
告
げ
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
、
桓
武
天
皇
は
息
を
引
き
と
ら

れ
た
こ
と
が
、
続
日
本
紀
に
生
々
し
く
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。 

桓
武
天
皇
は
万
葉
集
の
歌
人
で
あ
り
、
万
葉
集
を
編
纂
完
成
さ
せ
た
大
伴
家
持
の
名
誉
を
死

の
間
際
で
回
復
さ
れ
た
の
で
す
。 

桓
武
天
皇
と
大
伴
家
持
の
関
係
は
、
深
い
と
こ
ろ
で
、
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
す
。 

 

そ
の
三 

五
百
枝
王 

ま
ず
、
五
百
枝
王
（
い
お
え
の
お
お
き
み
）
が
配
流
の
地
で
拘
束
を
受
け
て
い
た
と
い
う
考
え
方

を
裏
付
け
る
記
事
が
あ
り
ま
す
。 

「
事
件
」
か
ら
十
七
年
後
に
、
配
流
の
地
で
｛
伊
予
国
の
国
府
周
辺
に
住
む
こ
と
を
赦
す
｝

と
の
勅
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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断
罪
さ
れ
た
人
た
ち
を
赦
せ
る
の
は
天
皇
の
み
で
す
。
五
百
枝
王
は
配
流
の
地
で
少
し
自
由

を
得
た
の
で
す
。 

延
暦
二
十
四
年
後
に
改
元
さ
れ
た
大
同
元
年
三
月
十
七
日
に
崩
御
さ
れ
る
の
で
す
が
、
同
月

に
重
態
と
な
ら
れ
た
桓
武
天
皇
は
五
百
枝
王
を
宮
中
に
召
さ
れ
、
本
来
の
位
階
の
従
四
位
上

に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
五
百
枝
王
は
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
十
一
月
に
従
四
位
上
を
叙
位
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
五
百
枝
王
は
「
氷
上
川
継
の
変
」
に
関
与
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、「
藤

原
種
継
暗
殺
事
件
」
に
連
座
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

五
百
枝
王
が
ど
ん
な
人
物
か
は
、
能
登
内
親
王
が
亡
く
な
っ
た
時
の
薨
伝
（
天
応
元
年
二
月

薨
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

五
百
枝
王
の
母
は
能
登
内
親
王
で
、
父
は
市
原
王
で
す
。
母
は
光
仁
天
皇
の
娘
で
、
桓
武
天

皇
と
は
兄
妹
の
関
係
で
す
。
従
っ
て
五
百
枝
王
は
桓
武
天
皇
に
と
っ
て
甥
に
な
り
ま
す
。 

一
方
、
父
の
市
原
王
は
、
志
貴
皇
子
の
ひ
孫
に
な
り
ま
す
。
万
葉
集
に
八
首
の
歌
が
収
録
さ

れ
て
い
る
市
原
王
と
同
一
王
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

桓
武
天
皇
は
同
じ
志
貴
皇
子
の
孫
で
す
か
ら
、
市
原
王
と
能
登
内
親
王
と
は
世
代
が
異
な
り

ま
す
が
、
万
葉
集
歌
に
よ
れ
ば
、
市
原
王
は
一
人
子
（
巻
六
・
一
０
０
七
）
と
い
う
こ
と
か

想
定
さ
れ
る
の
で
、
年
齢
的
に
は
結
婚
す
る
の
に
二
人
は
似
つ
か
わ
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

五
百
井
女
王
と
五
百
枝
王
と
が
生
ま
れ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
二
人
は
光
仁
太
上
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
天
応
元
年
（
七
八
一
）

八
月
に
同
時
に
従
四
位
下
に
叙
位
さ
れ
ま
す
。
三
世
王
（
天
皇
を
一
世
と
し
て
）
の
証
で
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
桓
武
天
皇
は
重
態
に
も
関
わ
ら
ず
、
五
百
枝
王
を
宮
中
に
召
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
。
納
得
が
い
き
ま
す
。 

五
百
枝
王
と
大
伴
家
持
た
ち
の
関
係
を
論
ず
る
と
す
れ
ば
、
父
の
市
原
王
と
大
伴
家
持
の
関

係
に
あ
り
ま
す
。 

市
原
王
は
万
葉
集
歌
を
辿
っ
て
い
く
と
、
志
貴
皇
子
、
春
日
王
、
安
貴
王
と
市
原
王
と
続
き
、

志
貴
皇
子
の
ひ
孫
に
な
り
ま
す
。 

志
貴
皇
子
は
六
首
、
春
日
王
は
一
首
、
安
貴
王
は
四
首
、
市
原
王
は
八
首
の
歌
が
万
葉
集
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
巻
八
・
一
五
九
四
番
の
歌
の
左
注
に
は
、
皇
后
宮
の
維
摩
講
で
、
琴

を
弾
い
て
歌
を
誘
導
し
て
い
る
市
原
王
の
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
大
伴
家
と
交
流
が
あ
り
、

大
伴
家
持
と
親
し
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

市
原
王
は
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
一
月
に
従
五
位
下
を
初
叙
位
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
世
王

（
天
皇
を
一
世
と
し
て
）
で
す
か
ら
、
特
別
な
利
点
は
な
か
っ
た
と
想
定
す
れ
ば
、
そ
の
三

年
後
に
大
伴
家
持
も
従
五
位
下
に
叙
位
さ
れ
る
の
で
、
ほ
ぼ
同
年
齢
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

市
原
王
は
東
大
寺
の
建
立
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
一
月
に
正
五
位
下
で
摂
津
大
夫
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。
大
伴
家
持

と
盟
友
四
人
組
の
一
人
で
、
市
原
王
の
上
司
だ
っ
た
佐
伯
今
毛
人
（
従
四
位
下
）
の
造
東
大
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寺
長
官
を
引
き
継
ぎ
ま
す
（
天
平
宝
字
七
年
四
月
）。
こ
の
翌
年
に
「
藤
原
仲
麻
呂
の
変
」
が

発
生
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
年
の
一
月
に
吉
備
真
備
（
正
四
位
下
）
が
造
東
大
寺
長
官
に
任

じ
ら
れ
、
そ
の
後
の
市
原
王
の
消
息
は
途
絶
え
ま
す
。
卒
伝
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
藤
原
仲
麻
呂
の
変
」
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
で
も
先
述
し
た
よ
う
に
、
宝
亀
元
年
十
一
月
に
は
勅
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
復
位
の
可
能
性
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

多
分
病
死
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

こ
う
し
て
考
え
て
く
る
と
、
氷
上
川
継
事
件
の
一
味
と
考
え
ら
れ
た
人
た
ち
は
、
大
伴
家
持

を
中
心
に
し
た
倭
歌
（
万
葉
集
歌
）
を
通
し
た
若
者
た
ち
の
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

五
百
枝
王
は
父
の
こ
と
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
祖
父
の
安
貴
王
、
曾
祖
父
の

春
日
王
、
そ
れ
に
天
智
天
皇
の
皇
子
志
貴
親
王
の
こ
と
は
勿
論
、
そ
の
妃
の
多
紀
皇
女
（
春

日
王
の
実
母
、
一
首
）
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
た
大
伴
家
持
か
ら
、
自
分
の
先
祖
の
話
を

聞
く
こ
と
が
い
か
に
楽
し
か
っ
た
か
は
想
像
で
き
ま
す
。 

五
百
枝
王
は
大
伴
家
持
歌
壇
（
？
）
に
入
り
浸
り
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
お
か
し
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
長
岡
宮
遷
都
に
は
批
判
的
だ
っ
た
大
伴
家
持
を
中
心
に
し
た
交
流
に
集
ま
る

若
者
た
ち
が
、
師
の
気
持
ち
に
共
感
す
る
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
す
。 

従
っ
て
推
定
に
な
る
の
で
す
が
、
大
伴
家
持
た
ち
の
歌
壇
で
は
長
岡
宮
遷
都
に
反
対
と
い
う

雰
囲
気
が
強
か
っ
た
と
思
え
ま
す
。 

た
だ
五
百
枝
王
は
、
彼
の
母
の
兄
が
桓
武
天
皇
な
の
で
す
か
ら
、
天
皇
が
推
進
を
認
め
ら
れ

た
遷
都
に
異
論
を
挟
む
余
地
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
も
、
生
前
の
大
伴
家
持
は
決
し
て
暴
挙
を
実
行
す
る
こ
と
を
決
し
て
許
さ
な
か
っ
た
は

ず
で
す
。
大
伴
家
に
と
っ
て
天
皇
は
絶
対
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

そ
の
証
拠
と
し
て
、
藤
原
種
継
が
暗
殺
さ
れ
た
の
は
、
大
伴
家
持
の
死
後
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

実
質
的
遷
都
推
進
者
の
藤
原
種
継
へ
の
反
感
か
ら
、
一
部
の
若
者
の
暴
挙
に
よ
っ
て
暗
殺
に

走
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
約
二
十
一
年
後
に
桓
武
天
皇
が
瀕
死
の
病
床
に
つ
か
れ
る
と
、
皇
太
子
の
時
代
か

ら
倭
歌
を
習
い
（
桓
武
天
皇
は
曲
宴
を
頻
繁
に
開
い
て
、
倭
歌
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
）、
信
頼

し
て
い
た
大
伴
家
持
、
そ
れ
に
可
愛
い
甥
の
五
百
枝
王
を
も
断
罪
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。 

桓
武
天
皇
は
瀕
死
の
状
態
で
、
五
百
枝
王
と
大
伴
家
持
た
ち
を
赦
さ
れ
た
か
ら
で
す
。 

五
百
枝
王
は
桓
武
天
皇
の
葬
儀
に
加
わ
り
ま
す
。
葬
儀
が
済
ん
で
、
二
世
王
の
皇
族
と
し
て

復
位
す
る
の
で
す
が
、
桓
武
天
皇
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
皇
族
に
留
ま
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
春
原
朝
臣
姓
を
も
ら
っ
て
臣
籍
降
下
し
ま
し
た
。 

平
城
天
皇
の
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
一
月
に
春
原
五
百
枝
と
し
て
、
従
三
位
で
、
右
兵
監
督
・

兼
下
野
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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そ
し
て
天
長
五
年
（
八
二
八
）
に
正
三
位
を
叙
位
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
赦
か
ら
約
二
十
二
年

も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
以
降
の
消
息
は
不
明
で
す
。
薨
伝
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

五
百
枝
王
に
は
、
姉
あ
る
い
は
妹
の
五
百
井
女
王
（い
お
い
の
ひ
め
き
み
）が
い
ま
す
。 

光
仁
太
上
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
年
の
天
応
元
年
（
七
八
一
）
の
二
月
に
母
の
能
登
内
親
王
が
亡
く

な
り
ま
す
が
、
そ
の
年
の
八
月
に
、
二
人
は
同
時
に
従
四
位
下
に
叙
位
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
初
叙
位
か
ら
、
二
人
は
双
子
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た
く
な
る
の
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
数

歳
し
か
年
齢
差
は
な
い
同
母
兄
妹
（あ
る
い
は
姉
弟
）で
す
。 

五
百
井
女
王
は
、
五
百
枝
王
の
配
流
中
に
正
四
位
下
（
延
暦
十
五
年
七
月
）
に
叙
位
さ
れ
ま
す
の

で
、
責
任
を
取
ら
さ
れ
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
延
暦
十
九
年
（
八
０
０
）
一
月
に
五
百
井
女
王
の

別
荘
に
桓
武
天
皇
が
行
幸
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
五
百
井
女
王
と
し
て
は
隠
居
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

五
百
枝
王
の
最
後
の
叙
任
記
録
か
ら
約
三
年
後
の
弘
仁
八
年
（八
一
七
）十
月
十
日
に
、
尚
侍
・
従

二
位
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
皇
后
、
妃
、
夫
人
意
外
で
は
女
性
と
し
て
は
最
高
位
階
で
亡
く
な
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
二
位
と
い
う
の
は
男
性
で
あ
れ
ば
左
大
臣
に
相
当
す
る
位
階
で
す
。
二

人
の
同
母
兄
妹
（あ
る
い
は
姉
弟
）は
、
一
時
的
に
不
幸
な
時
期
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
桓
武
天
皇
に
感

謝
し
つ
つ
亡
く
な
っ
た
と
想
定
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
四 

左
大
臣
・藤
原
魚
名 

と
こ
ろ
が
、
意
外
な
重
要
人
物
の
関
与
が
明
る
み
に
な
り
ま
し
た
。 

左
大
臣
・正
二
位
・兼
大
宰
帥
の
藤
原
魚
名
で
す
。 

藤
原
家
で
も
大
伴
家
と
の
関
係
が
良
好
だ
っ
た
藤
原
房
前
の
五
男
で
す
。 

左
大
臣
を
解
任
さ
れ
、
魚
名
の
息
子
の
鷹
取
（
正
四
位
下
）
は
石
見
介
に
、
藤
原
末
茂
（
従
五
位

下
）は
土
佐
介
に
左
遷
さ
れ
ま
す
。 

魚
名
は
大
宰
府
へ
の
途
中
病
気
に
な
り
、
大
宰
府
に
赴
任
す
る
こ
と
な
く
、
延
暦
二
年
七
月
二
十

五
日
に
大
宰
帥
・
正
二
位
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
祖
父
（
不
比
等
）
、
父
（
房
前
）
の
功
績
を
考
慮
し

て
、
死
後
に
左
大
臣
を
追
贈
（
復
位
の
意
）
さ
れ
ま
し
た
。
息
子
た
ち
も
ほ
ぼ
同
時
に
復
位
し
ま

す
。 

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
「
氷
上
川
継
の
変
」
に
は
、
大
き
な
背
景
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
あ
く
ま
で
、

長
岡
宮
遷
都
問
題
が
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
と
想
定
し
て
い
ま
す
。 

大
伴
家
持
は
左
大
弁
・
兼
春
宮
太
夫
で
あ
り
、
藤
原
魚
名
は
左
大
臣
で
す
。
政
治
の
中
枢
に
い
る

人
物
で
す
。 

二
人
が
氷
上
川
継
と
酒
の
席
で
、
長
岡
京
遷
都
が
話
題
に
な
り
、
遷
都
の
問
題
に
心
情
的
に
氷
上

川
継
の
考
え
方
に
同
調
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
氷
上
川
継
は
誤
解
し
た
と
い
う
の
が
真
相
の
よ

う
に
思
え
ま
す
。 

そ
の
五 

藤
原
浜
成 
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先
述
し
て
い
ま
す
が
、
氷
上
川
継
の
妻
は
、
大
伴
家
持
の
義
母
の
大
伴
坂
上
郎
女
を
愛
し
た
藤
原

麻
呂
の
子
の
浜
成
の
娘
、
藤
原
法
壱
（ほ
う
い
ち
）で
す
。 

藤
原
浜
成
は
延
暦
九
年
（
七
九
０
）
二
月
十
八
日
に
大
宰
員
外
帥
・
従
三
位
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

享
年
六
十
七
歳
で
す
か
ら
、
大
伴
家
持
が
六
歳
年
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
同
世
代
で
す

し
、
大
伴
坂
上
郎
女
を
介
し
て
親
交
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
当
然
、
そ
の
氷
上
川
継
の
妻
の
こ
と
も

よ
く
知
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
大
伴
家
持
が
氷
上
川
継
と
親
し
か
っ
た
と
い
う
の
は
推
定
で
き
ま
す
。 

法
壱
の
父
、
藤
原
浜
成
は
天
応
元
年
（
七
八
一
）
四
月
に
大
宰
帥
（
従
三
位
）
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
二
カ
月
も
す
る
と
大
宰
員
外
帥
に
降
格
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
不
明
で
す
が
、
薨
伝
に
よ
れ

ば
政
績
不
信
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
大
宰
員
外
帥
の
た
ま
、
以
前
任
じ
ら
れ
て
い
た
参
議

の
ま
ま
、
侍
従
を
務
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
浜
成
も
氷
上
川
継
一
味
と
さ
れ
、
、
侍
従
・
参
議

を
解
任
さ
れ
、
大
宰
員
外
帥
だ
け
に
降
格
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
約
八
年
後
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。 

「氷
上
川
継
の
謀
反
」は
、
一
見
、
氷
川
川
継
一
人
が
仕
組
ん
だ
小
さ
な
謀
反
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
関
係
者
を
調
べ
て
み
る
と
、
多
く
の
人
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
多

く
の
人
た
ち
が
連
座
の
罪
を
問
わ
れ
ま
し
た
。 

配
流
後
の
氷
上
川
継
の
残
さ
れ
た
生
涯 

三
嶋
に
配
流
に
な
っ
て
い
た
川
継
が
、
配
流
先
で
ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
地
で
彼
は
生
き
続
け
て
い
た
の
で
す
。 

桓
武
天
皇
も
年
を
重
ね
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
に
自
分
が
裁
い
た
人
た
ち
へ
の
恩
赦

の
思
い
が
募
っ
て
い
き
ま
す
。 

早
良
親
王
（
桓
武
天
皇
の
弟
君
で
、
皇
太
子
で
あ
っ
た
早
良
親
王
を
、
廃
し
て
自
分
の
子
を

皇
太
子
に
し
た
こ
と
）
に
対
し
て
は
早
良
親
王
を
崇
道
天
皇
と
し
て
遇
さ
れ
た
り
、
井
上
内

親
王
・
也
戸
王
（
皇
太
子
で
あ
っ
た
也
戸
王
に
代
わ
っ
て
自
分
が
皇
太
子
に
な
っ
た
）
に
対

し
て
陵
墓
を
整
備
し
た
り
、
氷
上
川
継
そ
れ
に
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
で
除
名
処
分
を
受
け
て

い
た
大
伴
家
持
と
こ
の
事
件
の
関
係
者
は
す
べ
て
恩
赦
さ
れ
ま
し
た
。 

氷
上
川
継
に
限
っ
て
話
を
続
け
ま
す
。 

延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
十
二
月
に
流
人
・
氷
上
川
継
の
課
役
が
免
除
さ
れ
ま
し
た
（
約
六

十
歳
）。 

延
暦
二
十
三
年
（
八
０
四
）
十
二
月
に
恩
赦
が
発
せ
ら
れ
（
約
六
十
七
歳
）、
事
件
関
係
者
の

入
京
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。 

赦
免
さ
れ
、
従
五
位
下
に
復
位
し
た
氷
上
川
継
の
、
大
同
元
年
の
年
齢
は
、
従
五
位
下
初
叙

位
の
年
齢
を
約
四
十
二
歳
と
仮
想
す
れ
ば
、
推
定
年
齢
は
六
十
九
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
氷
上
川
継
の
記
録
が
わ
ず
か
な
が
ら
日
本
後
紀
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
城
天
皇
即
位
後
の
大
同
四
年
（
八
０
九
）
二
月
（
約
七
十
二
歳
）
に
典
薬
頭
に
任
じ
ら
れ
、

そ
の
三
年
後
の
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
三
月
に
は
伊
豆
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
（
約
七
十

五
歳
）。 
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伊
豆
国
は
、
父
も
自
分
も
配
流
に
な
っ
た
地
で
す
。
ど
ん
な
気
持
ち
で
赴
任
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
位
階
は
従
五
位
下
の
ま
ま
で
し
た
か
ら
、
新
田
部
親
王
の
孫
で
あ
り
な
が
ら
、
氷
上

川
継
も
不
遇
な
人
生
を
歩
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

伊
豆
守
に
任
じ
ら
れ
た
時
は
す
で
に
推
定
年
齢
は
約
七
十
五
歳
で
し
た
か
ら
、
不
遇
の
思
い

で
生
涯
を
終
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

伊
豆
守
以
後
は
職
を
辞
し
た
で
し
ょ
う
。
卒
伝
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
亡
く
な
っ
た
時
の
こ
と

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

配
流
の
罪
人
と
し
て
拘
束
の
身
で
、
伊
豆
国
に
約
二
十
三
年
間
、
生
き
続
け
ま
し
た
。 

自
分
の
終
の
棲
家
と
ま
で
考
え
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
病
死
で
な
け
れ
ば
、
伊
豆
国
に
留
ま

る
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
想
像
し
た
い
の
は
母
の
不
破
内
親
王
が
亡
く
な
っ
た

淡
路
国
の
土
地
を
訪
ね
、
そ
こ
を
安
住
の
地
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
恩
赦
を
受
け
た
人
た
ち 

延
暦
二
十
四
年
（
八
０
五
）
三
月
に
入
京
を
許
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
吉
備
泉
、
五
百
枝
王
、

藤
原
浄
岡
、
藤
原
雄
依
、
そ
れ
に
山
上
船
主
で
し
た
。 

順
追
っ
て
、
ど
の
事
件
に
関
与
し
た
の
か
等
を
説
明
し
ま
す
。 

ま
ず
吉
備
泉
で
す 

吉
備
泉
は
右
大
臣
だ
っ
た
吉
備
真
備
の
子
で
す
が
、「
氷
上
川
継
の
謀
反
」
お
よ
び
「
藤
原
種

継
の
暗
殺
事
件
」
と
は
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
伝
に
よ
れ
ば
、
延
暦
の
初
め
に
、
従

四
位
下
で
あ
り
な
が
ら
、
伊
予
守
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
卒
伝
に
あ
る
よ
う
に
吉
備
泉

の
度
量
が
狭
く
、
短
気
で
反
抗
的
な
性
格
か
ら
部
下
に
訴
え
ら
れ
、
詔
使
が
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
佐
渡
権
守
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。
明
ら
か
に
左
遷
で
す
が
、
後
に
父

の
誕
生
地
、
吉
備
国
に
蟄
居
の
身
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

恩
赦
で
入
京
し
、
正
四
位
下
に
復
位
し
、
弘
仁
四
年
（
）
一
月
に
、
正
四
位
上
に
昇
進
し
ま

す
。
そ
れ
以
降
、
吉
備
泉
は
役
職
に
就
く
こ
と
な
く
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
閏
七
月
八
日

に
、
散
位
・
正
四
位
上
で
亡
く
な
り
ま
す
。
享
年
七
十
二
歳
で
し
た
。 

右
大
臣
で
亡
く
な
っ
た
吉
備
真
備
の
子
で
す
が
、
五
十
一
歳
の
時
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
親
子
と
確
定
で
き
る
年
齢
差
で
す
。 

次
は
先
述
し
ま
し
た
が
、
山
上
船
主
で
す
。 

山
上
船
主
は
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
八
月
に
正
六
位
上
か
ら
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ

ま
し
た
。
続
日
本
紀
に
初
め
て
登
場
し
ま
す
。 

陰
陽
寮
允
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
同
二
年
（
七
六
八
）
六
月
に
「
朝
臣
」
の
姓
を
賜
っ
て
い

ま
す
。
同
三
年
八
月
に
陰
陽
助
（
筑
後
国
の
掾
を
兼
務
）
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

陰
陽
寮
に
長
く
勤
め
て
い
た
よ
う
で
す
。 

宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
一
月
に
従
五
位
上
に
昇
給
し
、
同
年
三
月
に
陰
陽
頭
・
兼
天
文
博
士

を
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
三
月
に
は
甲
斐
守
を
兼
任
す
る
こ
と
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に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
正
五
位
下
ま
で
昇
進
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
三
年
弱
後
に
「
氷
上
川
継
の
変
」
に
加
担
し
、
隠
岐
に
配
流
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
約
二
十
四
年
後
に
大
赦
を
受
け
て
、
入
京
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
す
。 

た
だ
、
年
齢
を
大
胆
に
推
定
す
れ
ば
、
従
五
位
下
の
初
叙
位
の
年
（
神
護
景
雲
元
年
（
七
六

七
））
を
約
三
十
歳
と
す
れ
ば
、
大
赦
に
よ
っ
て
入
京
が
赦
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
約
三
十

八
年
後
で
す
か
ら
七
十
歳
に
近
い
年
齢
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
官
職
に
つ
く
こ
と
は
難

し
い
で
し
ょ
う
が
、
陰
陽
師
と
し
て
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
。 

山
上
憶
良
と
の
関
係
は
不
明
で
す
が
、
同
門
で
あ
る
こ
と
は
想
定
可
能
で
し
ょ
う
。 

た
だ
、
先
の
初
叙
位
の
年
齢
を
約
三
十
歳
と
す
れ
ば
、
山
上
憶
良
が
亡
く
な
っ
た
天
平
五
年

（
七
三
三
）
か
ら
五
年
後
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
、
明
ら
か
に
山
上
憶
良
の
子
で
は
な
く
、

孫
の
世
代
に
な
り
ま
す
が
、
山
上
憶
良
の
子
で
、
続
日
本
紀
に
登
場
す
る
人
物
が
い
な
い
の

で
、
こ
れ
以
上
の
推
定
は
で
き
ま
せ
ん
。 

次
は
藤
原
家
出
身
の
二
人
で
す
。 

入
京
を
赦
さ
れ
た
人
の
中
に
、
藤
原
家
出
身
の
人
物
が
二
人
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
人
物
だ
っ

た
の
か
調
査
し
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
藤
原
雄
依
で
す
。 

雄
依
は
左
大
臣
・
藤
原
永
手
の
次
男
で
す
。「
藤
原
種
継
の
暗
殺
事
件
」
に
関
与
し
た
と
し
て

遠
流
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

先
述
し
ま
し
た
が
、
左
大
臣
・
藤
原
魚
名
の
先
代
の
左
大
臣
が
雄
依 

の
父
の
永
手
で
す
。
二
人
の
左
大
臣
は
藤
原
房
前
の
子
た
ち
で
す
。
二
人
の
左
大
臣
と
そ
の

息
子
た
ち
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
岡
宮
遷
都
に
係
わ
る
藤
原
宇
合
家
と
藤
原
房
前

家
の
覇
権
争
い
が
底
流
に
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

雄
依
は
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
一
月
に
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
叙
位
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
同
三
年
（
七
六
九
）
二
月
に
称
徳
天
皇
が
左
大
臣
・
藤
原
永
手
邸
に
行
幸
さ
れ
、

永
手
に
従
一
位
、
長
男
の
家
依
に
正
五
位
下
、
そ
れ
に
雄
依
に
従
五
位
上
（
そ
れ
ぞ
れ
一
階

級
昇
進
）
を
叙
位
さ
れ
ま
し
た
。
雄
依
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の
で
し
た
。
雄
依
は
着
実
に
、

昇
進
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
昇
進
を
藤
原
種
継
の
昇
進
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
明
ら

か
で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

種
継
は
雄
依
よ
り
も
二
か
月
早
い
、
天
平
神
護
二
年
（
七
七
六
）
十
一
月
に
従
六
位
上
か
ら

従
五
位
下
に
叙
位
さ
れ
て
い
ま
す
。 

三
か
月
の
差
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
同
期
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
雄
依
の
父

が
左
大
臣
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
位
階
は
二
階
級
も
上
で
、
昇
進
が
推
移
し
て
い
き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
雄
依
の
父
の
左
大
臣
・
永
手
が
亡
く
な
り
（
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
二
月
）、
種

継
の
兄
の
良
継
が
内
臣
（
光
仁
天
皇
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
三
月
）
と
な
り
、、
形
勢
が
逆

転
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
桓
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
、
長
岡
宮
遷
都
が
本
格
化
す
る
と
、
そ
の
形
勢
は
全
く
逆
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転
す
る
の
で
す
。 

種
継
は
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
四
月
に
従
三
位
に
、
同
三
年
十
二
月
に
は
正
三
位
に
叙
位
さ

れ
ま
し
た
。 

一
方
、
雄
依
の
兄
の
家
依
は
延
暦
四
年
六
月
に
参
議
・
兵
部
卿
・
従
三
位
・
侍
従
・
兼
下
総

守
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
兄
よ
り
も
高
位
階
に
昇
進
し
て
い
ま
し
た
し
、
雄
依
は
、
そ

の
年
の
八
月
に
正
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。
完
全
に
三
階
級
も
逆
転
し
、
そ

の
差
は
決
定
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
さ
し
く
藤
原
種
継
は
長
岡
宮
遷
都
を
主
導
さ
れ
る
桓
武
天
皇
に
取
り
入
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。「
氷
上
川
継
の
謀
反
」
と
「
藤
原
種
継
の
暗
殺
事
件
」
の
底
流
に
は
「
長
岡
宮
遷

都
」
が
共
通
の
問
題
だ
っ
た
の
で
す
。 

続
日
本
紀
に
よ
る
と
、
藤
原
種
継
が
暗
殺
さ
れ
た
の
は
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
九
月
で
し
た
。

一
月
前
に
大
伴
家
持
は
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

斬
首
者
も
で
る
ほ
ど
の
断
罪
が
下
さ
れ
た
の
で
す
が
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
大
伴
家
持

も
除
名
処
分
、
息
子
の
永
主
は
配
流
に
な
り
、
雄
依
も
ま
た
遠
流
の
断
罪
を
受
け
る
の
で
す
。

し
か
し
、
雄
依
の
名
は
大
赦
の
時
に
初
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
復
位
す
る
の

で
す
が
、
延
暦
四
年
五
月
に
叙
位
さ
れ
た
従
四
位
上
で
あ
り
、
そ
の
年
の
八
月
に
叙
位
さ
れ

た
正
四
位
下
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
暗
殺
の
一
か
月
前
の
八
月
の
叙
位
は
公
認
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

大
赦
後
の
藤
原
雄
依
の
消
息
は
日
本
後
紀
か
ら
消
え
ま
す
。 

従
五
位
下
の
時
の
年
齢
を
二
十
歳
代
半
ば
と
す
れ
ば
、
大
赦
は
そ
れ
か
ら
三
十
九
年
後
で
す

か
ら
復
位
し
た
時
の
雄
依
の
年
齢
は
六
十
歳
半
ば
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
左
大
臣
・
永

手
の
息
子
と
し
て
、
こ
の
年
齢
で
復
職
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
卒
伝
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

藤
原
浄
岡
は
、「
氷
上
川
継
の
事
件
」
の
約
二
か
月
前
の
天
応
元
年
（
七
八
一
）
年
十
一
月
に

正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
叙
位
さ
れ
ま
し
た
。
貴
族
と
し
て
国
史
に
記
録
さ
れ
る
位
階
に

達
し
た
の
で
す
。
こ
の
時
の
浄
岡
の
年
齢
は
、
藤
原
家
出
身
で
す
か
ら
、
原
則
的
に
は
二
十

歳
代
半
ば
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
氷
上
川
継
は
先
述
の
想
定
か
ら
す

れ
ば
、
四
十
歳
代
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
氷
上
川
継
と
の
特
別
な
関
係
を
想
定
す
べ
き

で
す
。
た
だ
、
浄
岡
が
従
五
位
下
を
叙
位
さ
れ
た
時
に
、
大
伴
家
持
も
従
三
位
に
叙
位
さ
れ

た
の
で
す
が
、
こ
の
時
は
、
光
仁
天
皇
が
歌
と
宴
を
楽
し
ま
れ
た
特
別
の
時
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
浄
岡
は
大
伴
家
持
と
こ
の
宴
を
企
画
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。 

想
像
を
膨
ら
ま
せ
れ
ば
、
浄
岡
は
大
伴
家
持
の
部
下
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、「
氷

上
川
継
の
変
」
で
は
、
浄
岡
は
遠
流
に
な
り
、
大
伴
家
持
の
直
接
的
関
与
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
浄
岡
と
氷
上
川
継
の
直
接
的
は
関
係
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
そ
の
背

景
は
不
明
で
す
。 

た
だ
、
強
い
て
挙
げ
れ
ば
、
長
岡
宮
遷
都
を
主
導
し
た
藤
原
種
継
が
、
藤
原
宇
合
の
子
で
あ
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り
、
先
述
し
た
左
大
臣
の
魚
名
と
、「
藤
原
種
継
の
殺
人
事
件
」
で
遠
流
に
な
っ
た
藤
原
雄
依

が
藤
原
房
前
の
子
で
あ
り
、
藤
原
家
の
間
の
覇
権
争
い
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
納
得
は
行

き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
浄
岡
は
藤
原
房
前
家
の
出
身
で
あ
り
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
雄
依
の

子
の
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。 

こ
の
若
き
浄
岡
は
将
来
性
が
期
待
さ
れ
た
の
に
、「
氷
上
川
継
謀
反
」
に
連
座
し
て
、
二
十
三

年
間
の
配
流
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

桓
武
天
皇
が
瀕
死
の
病
床
で
、
浄
岡
は
氷
上
川
継
と
共
に
許
さ
れ
従
五
位
下
に
復
位
し
ま
し

た
。 

そ
れ
か
ら
、
平
城
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
大
同
三
年
（
八
０
八
）
七
月
に
典
薬
頭
に
任
じ
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
翌
年
の
大
同
四
年
（
八
０
九
）
二
月
に
、
氷
上
川
継
が
典
薬
頭
に
任
じ
ら
れ

ま
し
た
。
二
人
の
関
係
は
、
配
流
と
い
う
負
い
目
を
負
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
藤
原
清
岳
が

従
五
位
下
で
筑
後
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
位
階
か
ら
し
て
こ
の
人
物
は
浄
岡
で
し
ょ
う
。 

浄
岡
は
、
典
薬
頭
を
氷
上
川
継
に
譲
っ
て
筑
後
守
に
転
出
し
た
の
で
す
。 

浄
岡
は
ま
だ
若
い
は
ず
で
す
が
（
四
十
歳
代
後
半
と
推
定
）、
こ
れ
以
降
の
消
息
は
、
日
本
後

紀
か
ら
消
え
ま
す
。 

先
述
し
ま
し
た
が
、
氷
上
川
継
も
ま
た
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
三
月

に
、
父
の
配
流
先
だ
っ
た
伊
豆
国
の
伊
豆
守
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
後
の
消
息
は
日
本
後
紀
か

ら
消
え
ま
す
。 

藤
原
浄
岡
は
、
若
い
時
に
氷
上
川
継
と
出
会
い
、
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
不
幸
な
生
涯
を
送
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 


